
【翻
刻
】『名
園
記
』（『視
聴
草
』続
七
集
之
九
所
収
） 

 

① 

郡
山
侯
山
林 
庚
午
（文
化
七
年
）
重
九
前
一
日 

 

白
藤
君
漫
抄 

癸
巳
（天
保
四
年
） 

甲
午
（同
五
年
）
上 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

二
十
三 

六
義
園 

悦
峯
筆 

入
口
の
額
也 

【中
略
】 

右
其
大
躰
な
り 

水
藩
立
原
甚
太
郎 

同
藩
四
人 

安
藤
藩
鍋
田
舎
人 

黒
川
藩
鳥
羽
桐
塢
と
同
く
遊
ふ 

桐
塢
東 

道
た
り
、
近
日
楓
葉
染
霜
の
時
中
根
（野
か
）石
翁
を
迎
ふ
る
か
為
に 

園
中
日
々
人
を
や
と
ひ
掃
洒
せ
し
む
、
百
五
十
人
つ
ゝ
也
、
多
き
時
ハ
三
百
人 

余
と
云
相
伝
ふ
石
翁
を
迎
ふ
る
諸
侯
ハ
金
を
費
す
事
千
金
ニ 

及
ふ
と
云
、
近
頃
去
諸
侯
中
根
氏
を
迎
ふ
る
に
、
ギ
ヤ
マ
ン 

の
手
箱
の
如
き
も
の
ゝ
中
に
小
粒
判
を
盛
て
引
肴
と
す
と
云
、 

他
是
を
以
て
推
へ
し
、
故
に
役
人
日
々
来
て
園
中
を
検
閲
す
、 

吾
輩
其
役
人
の
帰
る
を
待
て
園
に
入
を
以
、
見
舞
て
荘
門
を 

出
れ
ハ
日
沈
西
山
、
立
原
氏
兼
而
約
せ
し
染
井
の
御
薬
園
に
行 

へ
し
と
て
行
、
園
門
外
に
渋
江
長
伯
御
預
り
の
大
木
標
あ
り
、
園
に 

入
綿
羊
百
疋
斗
も
蓄
置
、
五
六
疋
圏
を
分
ち
日
々
出
て
遊 

行
す
る
所
あ
り
、
竹
垣
を
以
て
隔
、
殆
廿
所
、
芝
を
種
た
り
、
広
サ 

百
畝
斗
、
御
預
の
人
云
、
冬
に
至
り
、
綿
羊
を
と
ら
へ
四
足
を
縛
し
、 

は
さ
ミ
を
以
て
毛
を
剪
ゴ
ロ
フ
ク
レ
ン
又
羅
紗
を
織
る
、
此
綿 

羊
三
十
程
の
毛
を
以
て
纔
に
絹
壱
疋
を
織
と
云
、
夏
生
れ
し 

子
ハ
多
く
死
す
、
冬
生
れ
し
子
育
す
然
共
冬
を
恐
る
ゝ
事
甚
し
、 

多
く
冬
厳
寒
に
死
す
、
我
輩
行
て
臨
め
ハ
恐
る
ゝ
事
甚
敷 

皆 

一
所
に
か
た
ま
る
、
か
の
欄
中
に
追
出
す
に
人
の
往
来
を
恐
れ
に
け 

廻
る
中
に
、
屡
蹉
跌
し
て
倒
る
、
大
き
さ
大
犬
に
及
ふ
、
せ
い
高
し
、 

角
有
も
あ
り
無
も
あ
り
、
一
様
な
ら
す
、
火
事
の
時
に
入
置
の
備 

あ
り
、
垣
に
つ
ゝ
き
南
方
に
作
る
圏
ハ
屋
あ
り
て
火
に
及
ふ
を
以 

其
地
に
置
也
、
夜
暮
草
に
露
多
し
、
古
の
染
井
宛
然
今
あ
り
、 

一
池
の
水
是
よ
り
生
す
と
云
、
諸
薬
草
を
多
く
見
た
れ
と
も
昏
黒 

難
弁
、
デ
モ
と
云
木
あ
り
、
長
伯
蝦
夷
よ
り
取
来
る
、
綿
を
生
す 

と
い
へ
ど
も
土
地
異
な
る
故
か
其
事
を
見
す
と
云
、
東
道
の
［  

］氏
ハ 

立
原
氏
の
門
弟
と
云
、
園
中
諸
薬
を
精
く
ミ
る
あ
た
ハ
す
、
遺 

恨
と
い
ひ
つ
へ
し
、
園
門
を
出
れ
ハ
五
時
に
近
し
、
茶
の
枝
を
多
く
折 

て
諸
子
ニ
分
つ
、
巣
鴨
通
り
に
出
、
水
藩
諸
子
と
手
を
分
つ
、
飢 



難
忍
田
舎
の
荍
店
（＝
蕎
麦
屋
）ニ
入
て
食
す
、
麁
糲
頗
可
厭
、
然
共
飢
ヲ 

以
て
珍
膳
嘉
肴
の
如
し
、
二
椀
を
食
し
三
椀
を
喫
す
れ
ハ
飢 

少
く
療
る
を
以
て
其
粗
を
覚
ふ 

郡
山
園
中
の
山
ハ
本
郷
大
根
畠
よ
り
土
を
穿
取
て
作
れ
り
と
い
ふ
、 

且
大
石
皆
筋
違
橋
よ
り
運
搬
す
、
高
き
ハ
八
九
尺
に
も
及
ハ
ん
、 

其
費
ミ
な
諸
藩
よ
り
出
つ
と
云
、
当
時
侯
の
気
焰
赫
奕
た
る 

事
概
し
て
知
る
へ
し
、
按
す
る
に
石
標
の
名
を
命
す
る
国
学 

家
よ
り
出
る
と
儒
生
と
に
出
る
と
あ
り
、
当
時
徂
徠 

季
吟
輩
の 

名
付
し
な
ら
ん
、
昔
こ
の
藩
所
蔵
の
兼
当
和
歌
集
と
い
へ
る
を 

閲
せ
し
事
あ
り
、
春
秋
花
月
の
宴
の
時
季
吟 

徂
徠 

知
慎
（＝
細
井
広
沢
）等 

の
詠
せ
し
哥
あ
り
、
文
会
雑
記
に
徂
徠
の
哥
ハ
壱
首
な
ら
て
ハ 

な
と
の
せ
し
か
、
此
書
を
ミ
れ
ハ
二
三
十
首
を
記
せ
り
、
故
に
此
標
も 

当
時
命
せ
し
可
知
、
此
頃
新
に
添
た
る
標
及
八
景
の
石
碑
一 

箇
皆
関
克
明
か
書
す
る
所
也
、
恭
（＝
白
藤
）嘗
て
お
も
ふ
、
頼
霞
厓
（頼
春
水
か
）日
本 

人
景
を
設
る
に
八
景
に
過
る
事
不
能
、
帰
帆
秋
月
実
に
和 

習
極
れ
り
、
人
を
し
て
嘔
咽
を
生
せ
し
む
と
い
ひ
し
事
思
ひ
出 

す
、
恭
お
も
ふ
に
七
景
と
か
九
景
と
か
又
十
景
と
か
な
し
て
落 

雁
夜
雨
を
尽
く
除
た
ら
ハ
雅
潔
な
ら
ん
、
八
つ
に
か
き
る
は 

俗
気
甚
し
か
る
へ
し
、
此
碑
を
見
て
霞
厓
か
言
想
像
し
後
ニ 

書
す 

九
日 

 

② 

姫
路
侯
浜
町
の
別
荘 

癸
酉
（文
化
十
年
）
随
筆 

 

癸
酉
四
月
五
日 

姫
路
侯
浜
町
の
別
荘
に
遊
ふ
、
精
里
の 

誘
に
よ
れ
り
、
野
村
大
陵 

鈴
木
幽
谷 

山
内
穆
亭
と
共
ニ
す 

柳
亭
と
い
ふ
亭
に
上
る
、
洗
塵
亭
と
も
い
ふ
、
業
平
の
井
あ
り
、 

元
相
良
相
公
の
苑
也
、
相
良
の
時
井
幹
（＝
井
桁
）を
う
つ
し
玉
ハ
れ
と
請 

れ
し
に
写
せ
し
を
と
め
て
真
物
を
送
れ
り
と
い
ふ
、
隠
れ
蓑
と 

名
付
し
名
石 

利
久
の
所
持
の
石
あ
り
、
中
凹
也
、
土
蔵
の
傍
に 

あ
り 

園
中
広
サ
七
千
坪
と
い
ふ 

元
よ
り
の
園
七
千
余
合
せ
て 

一
万
五
千
計
も
あ
ら
ん
と 

稲
荷
（右
辺
に
「ト
ウ
カ
」）堀 

今
俗
に
と
う
か
ん
ほ
り
と
い
ふ 

 

③ 

白
川
侯
大
塚
別
業 

金
令
子 

遺
閑
紀
聞 

文
化
十
二
年 

 

四
月
四
日 

精
里
の
誘
ニ
而
大
塚
白
河
の
別
庄
に
遊
ふ
、
此
荘
ハ
も
と 

室
賀
氏
の
荘
也
し
を
白
河
の
室
賀
の
屋
敷
と
換
た
る
也
、 



六
七
千
坪
も
有
な
ん
、
精
里
ハ
候
の
師
な
れ
ハ
論
な
し
、
其
外
は 

相
見
以
上
の
人
ハ
取
扱
六
ヶ
敷
事
也
し
か
、
精
里
親
類
ニ
て
と 

云
事
ニ
て
取
扱
手
軽
く
せ
し
故
、
我
行
事
を
得
た
り
、
そ
れ
す
ら 

広
瀬
大
八
出
来
り
て
予
に
云
ハ
、
今
日
ハ
野
遊
の
路
よ
り
来
ら
せ 

給
ふ
つ
も
り
ニ
て
来
る
と
い
ふ
事
ニ
取
扱
可
申
候
由
を
申
、
田
内 

主
税
と
い
ふ
人
肩
衣
ニ
て
出
始
終
相
対
す
、
当
越
州
よ
り
干 

菓
子
一
重
を
贈
ら
る
、
老
侯
（＝
定
信
）よ
り
白
河
製
の
土
瓶
至
而
白 

き
す
や
き
な
る
を
内
に
薬
を
か
け
こ
ん
ろ
を
添 

芳
茗
を 

添
た
る
と
餅
菓
子
一
重
す
し
を
唐
櫃
の
形
の
葭
簀 

に
て
作
り
た
る
に
入
て 

哥
壱
首
短
冊
に
書
し
て 

  
 
 

山
里
を
と
ひ
た
ま
ふ
と
聞
は
へ
れ
と
青
葉
の
ミ
し
け 

 
 
 

り
て
何
の
は
へ
も
あ
ら
し
を
藤
の
は
な
ハ
か
り
は
今 

 
 
 

に
残
り
ぬ
ら
ん
と
お
も
へ
は 

 
 

 
 

 
 

楽
翁 

ミ
山
木
の
は
へ
な
き
中
の
藤
の
花 

か
ゝ
る
を
り
と
や
散
の
こ
る
ら
む 

 

精
里
詩
な
り
て
書
す
、
其
余
五
六
枚
を
書
す
、
石
塚
次
郎 

左
衛
門 

土
屋
七
郎
陪
し
て
詩
作
る
、
園
中
藤
花
盛
な
り 

孟
宗
笋
数
十
根
大
き
さ
如
股
座
中
四
片
の
屏
風 

明
人
四
明
ノ
李
瑩
か
画
け
る
花
木
領
毛
を
あ
ら
き
絹
に 

書
し
た
り
古
色
筆
法
妙
不
可
言
、
一
片
長
サ
一
間
程
は
ゝ 

二
尺
も
あ
る
へ
し
、
是
そ
家
の
珍
器
と
見
え
し
に
、
古
法
帖 

数
幅
を
出
し
て
示
さ
る
、
蘇
の
［  

 

］の
法
帖
を
ミ
る
に
、 

精
里
是
そ
世
に
有
物
と
ハ
殊
に
勝
れ
た
り
と
褒
、
跋
文 

世
間
に
あ
る
ハ
糢
糊
難
読
、
此
帖
ハ
頗
鮮
明
也
、
此
亭
の 

傍
に
（右
辺
に
「坂
本
也
」）
亭
を
か
ま
へ
田
舎
の
趣
を
模
せ
し
あ
り
、
精
里
に 

亭
号
を
付
玉
ハ
り
候
へ
と
老
侯
よ
り
命
あ
り
由
広
瀬
い
ふ
、 

精
里
跡
よ
り
名
を
命
せ
ん
と
て
後
に
［  

 

］号
す
石
塚 

土 

屋
ミ
な
詩
あ
り
、
老
公
の
贈
り
物
ハ
昼
過
に
来
れ
り
、
庭
に 

数
種
の
椿
を
種
て
品
を
分
て
り
、
藤
花
ハ
実
に
盛
也 

銀
杏
の
樹
の
大
な
る
に
花
爛
漫
山
蜂
数
千
群
を
な
す
、 

四
つ
時
よ
り
行
て
七
つ
過
に
家
に
帰
れ
り
、 

 

④ 

王
園
城
院 

同
巻
四
月
の
条
（
文
化
十
二
年
） 

 

十
三
日 

山
王
園
城
院
ニ
参
る
、
小
鍋
太
夫 

村
川
佐
一
郎
と
云
人 



廿
日
程
以
前
ニ
江
戸
ニ
出
、
押
付
帰
郷
す
る
を
送
る
也
と
て 

皆
々
会
す
、
鈴
木
文
左
衛
門 

友
野
雄
助
（＝
友
野
霞
舟
） 

行
西
右
近 

相
原
四
兵
衛 

［  

］送 
英
逸
庵
来
会
す
、
探
韻
詩
を
作
る 

柿
伝
跡
よ
り 

来
れ
り
、
主
人
に
陪
せ
し
故
今
日
お
く
れ
た
り
と
云
、
精
里
ハ
村 

川
氏
と
対
揪
数
局
、
其
余
柿
氏
と
村
川
氏
と
戦
ひ
又
ハ
村 

送
［  

］と
戦
ふ
時
も
傍
に
あ
り
て
見
た
る
故
詩
な
ら
す
、
諸
子 

皆
詩
作
り 

西
氏
八
局
品
下
り
て
予
と
同
し
き
故
二
三
局 

を
戦
ひ
た
り 

相
原
も
同
格
故
是
と
も
対
せ
り
、
午
飯
に
ハ
窃
ニ 

鰻
□
（魚
偏
に
麗
）の
蒲
焼
を
持
来
り
て
諸
子
に
食
ハ
し
む 

魚
臭
膳
椀 

に
転
し
た
り
、
傍
に
坐
す
る
小
童
甚
た
怪
ミ
た
る
顔
し
て 

給
仕
せ
り
、
勿
論
座
主
ハ
外
に
行
て
不
在
、
此
魚
の
く
し
と
も
ハ 

如
何
し
て
ん 

定
め
し
少
ハ
怒
も
し
け
ん
、
し
か
し
内
々
に
て
ハ
院
主
も 

食
せ
し
事
も
有
へ
し
と
諸
子
一
同
に
笑
を
発
す
、
十
余
年
前 

碧
海 

白
水 

大
草 

松
崎 

寧
恒 

植
木 

中
村
抔
精
里
を
迎 

 
 

 
 

 
 

 

て
済
松
寺
へ
遊
ひ
し
時 

其
時
の
院
主
謙
堂
先
院
主
ハ
我
祖 

父
熈
光
君
原
配
林
専
太
夫
人
の
弟
に
て
大
伯
父
な
り
、
予 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

宿
に
む
き
身
を
行
厨
中
ニ
入
て
携
し
を
、
小
僧
見
と
か
め
て 

大
き
に
憤
ミ
た
り
し
時 

間
宮
君
と
り
あ
へ
す 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

つ
ら
の
皮
千
枚
張
の
厚
く
と
も
む
き
ミ
ら
れ
て
ハ
せ
ん
方
も
な
し 

と
て
大
に
笑
た
り
し
事
想
像
す
、
去
年
の
会
に
ハ
猪
肉
を 

持
た
り
し
か
、
け
ふ
ハ
鰻
□
（魚
偏
に
麗
）と
な
れ
り
、
満
坐
皆
阿
鼻
の
責 

 
 

 

難
免
と
わ
ら
ふ
、
床
に
石
摺
を
か
く
、
西
人
の
打
せ
し
も
の
也
、 

竹
石
の
画
傍
に
陳
継
孺 

董
汝
亭 

董
其
昌 

温
体
仁 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

△
石
を
ハ
憑
可
宝
画
、
竹
を
ハ
憑
起
震
画
く
と
書
せ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

韓
敬 

張
延
登
等
の
明
人
詩
或
文
を
書
す
、
屏
風
大
字 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
字
つ
ゝ
九
皐
文
（＝
細
井
九
皐
、
名
は
知
文
）か
書
也
、
家
有
賜
書
と
い
ふ
印
を
推
す
、
庭 

中
数
畝
に
不
過
、
杜
鵑
花
（
＝
サ
ツ
キ
）猶
の
こ
れ
り
、
蓮
池
庭
に
接
数
万 

畝
一
目
に
す
へ
し
、
荷
銭
纔
に
水
面
に
浮
ふ
、
湖
を
隔
て 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

甲
邸
幾
所
雄
山
の
鐘
声
西
南
に
聞
ゆ
、
日
已
に
昏
暮 

 
 
 

 
 
 

＊
「雄
」
は
市
史
稿
で
は
「雑
」 

に
帰
れ
り
、
寺
中
ハ
市
城
と
こ
と
に
し
て 

こ
と
に
閑
な
る
を
覚 

ゆ
、
此
日
西
氏
問
ふ
ハ
桂
里
（＝
植
木
玉
厓
）君
近
況
如
何
と
、
予
在
番
な
る
を 

 
 
 
 

 
 

 

答
ふ
、 

 

⑤ 

島
原
侯
箕
田
別
業 

同
巻
五
月
の
条
（文
化
十
二
年
） 

 

十
五
日 

兼
而
精
翁
よ
り
誘
あ
り
て
、
三
田
三
丁
め
嶋
原
侯
松
平 



主
殿
頭
別
荘
に
参
る
、
朝
鈴
分
君
と
同
く
行
て
業
に
い
た
る
、 

頭
注
弐
間
半
の
床
に
探
常
（
＝
狩
野
探
常
）の
画
け
る
猿
猴
の
月
ヲ
捉
る
と
鶴
千 

＊
羽
程
も
あ
ら
ん
の
大
幅
、
中
ハ
唐
紙
よ
り
も
大
な
る
絹
也
、
柱
の 

釘
か
く
し
扇
の
金
物
、
精
翁
門
弟
に
佐
久
間
喜
一
郎
と
云
る 

 
 
 

人
此
侯
の
家
来
故 

来
り
て
始
終
陪
せ
り
、
詩
を
作
り
て
出
せ
り
、 

 
 
 

予
よ
り
先
に
広
瀬
大
八
子 

柿
伝
子 

土
屋
七
郎 

石
塚
次
郎
左
衛
門 

 
 
 

抔
来
り
居
れ
り
、
加
藤
俊
次
子
跡
よ
り
来
ル
、
精
翁
龍
土
の 

 
 
 

伊
達
遠
江
守
君
邸
に
講
し
て
そ
れ
よ
り
十
二
三
丁
も
あ
ら
ん
と
て 

 
 
 

駕
を
辞
し
て
歩
し
来
れ
り
、
実
ハ
其
廿
町
余
也
し
故
流
汗 

 
 
 

衣
を
浸
し
淋
漓
玉
を
な
す 

柿
子
翁
と
対
局
す 

二
つ
三
つ
の
／
交
也 

暑 
 

 

甚
し 

園
中
数
千
歩
景
致
い
ふ
計
な
し
、
巨
木
衝
天
其
枝 

＊
＊
葉
数
十
歩
を
蓋
ふ 

樹
下
に
て
都
築 

石
塚 
加
藤 

土
屋
と 

 
 
 

立
話
す
、
事
久
し
、
此
日
暑
甚
し
く
且
予
か
熱
も
不
去 

鼻
涕 

 
 
 

咳
嗽
不
止 

気
力
も
亦
不
快
、 

頃
大
学
君
よ
り
話
せ
ら
れ
し
結
城 

 
 

家
古
文
書
の
事
を
広
瀬
大
八
に
借
ん
と
請
し
に
一
諾
し
て 

 
 
 

許
す
、
此
人
温
厚
に
し
て
少
く
洒
落
を
帯
、
少
し
も
岸
崖
な
し
、 

 
 
 

其
人
甚
温
雅
也
、
人
し
て
可
借
由
を
約
す
、
柿
子
練
兵
実
記 

 
 
 

楓
山
倉
ニ
有
り
や
一
閲
す
へ
し
と
話
せ
ら
る
、
此
先
生
武
ヲ
好
ム
由 

 
 
 

を
知
る
故
帯
せ
し
兼
常
の
刀
を
し
め
す
、
物
打
に
ふ
く
れ
を
お
し 

 
 
 

た
る
か
破
れ
た
る
疵
横
に
出
た
る
を
ミ
せ
し
に
、
い
や
少
も
く
る
し
か
ら
す
、 

 
 
 

［  
 

］か
言
た
る
詞
に
、
我
輩
の
剱
何
そ
疵
の
事
を
論
せ
ん 

そ
れ 

 
 
 

迄
打
合
た
ら
ハ
よ
き
一
人
分
の
働
な
る
へ
し 

少
も
不
苦 

此
ミ
た
れ
、 

 
 
 

孫
六
流
の
ミ
た
れ
也
と
い
へ
り
、
精
翁
諸
子
に
向
ひ
て
い
ふ
ハ 

今
日 

 
 
 

の
侯
ハ
詩
を
能
作
り
玉
へ
り
、
尋
常
の
作
に
あ
ら
す 

心
得
べ
し 

 
 
 

と
い
ハ
る
、
我
輩
も
と
よ
り
拙
な
る
が 

此
事
に
聳
て
常
に
遅 

 
 
 

吟
な
る
が
い
よ
〱
意
阻
て
句
不
成
、
夫
謹
て
考
る
に
此
主 

 
 
 

人
の
先
侯
ハ
三
河
の
名
族
に
し
て
百
年
徳
川
氏
の
羽
翼
の
臣 

 
 
 

た
り
、
い
つ
も
志
を
不
変
せ
す
、
既
四
世
死
事
の
家
に
し
て
其
事 

 
 
 

史
中
に
顕
然
た
る
家
也 

四
死
ハ
伏
見
の
城
、
大
坂
鳶
の
巣
そ
れ 

 
 
 

一
死
報
国
す
ら
子
孫
の
大
に
栄
と
す
る
所
な
る
に 

三
世
迄
死 

 
 
 

せ
し
事
古
今
い
ま
た
其
事
を
き
か
す
、
無
双
の
忠
節
と
云
つ
べ
し
、 

 
 
 

恭
常
好
ん
て
国
初
の
野
史
家
乗
を
よ
む
、
か
の
伏
見
落 

 
 
 

 

 
 
 

＊ 

 

探
常
ハ
探 

 

 
 

幽
の
彦
也 



  

真
桑
瓜
の 

 

香
爐 
外
に 

 

蔦
の
は
い
か
ゝ 

 

り
た
る
か
高
サ 

 

六
寸
計 

定
て 

 

奇
品
に
そ 

 

あ
ら
ん 

 

＊
＊ 

 

伊
達
の
藩 

 

士
都
築
訓 

 

次
も
来
る 

 

城
の
一
条
を
見
る
に
及
ん
て
未
曾
三
河
士
の
志
一
な
る
と 

国
恩
の
人
を
感
せ
し
む
る
事
の
深
き
を
仰
歎
せ
す
ん
ハ
あ
ら
ず
、 

尓
時
天
下
の
人
攻
城
野
戦
の
事
計
ハ
、
西
方
万
国
に
勝
れ
り 

と
も
い
ハ
ん
、
節
義
の
二
字
に
於
て
ハ
概
乎
耳
き
か
さ
る
か
如
し
、 

実
に
小
利
害
毛
髪
の
如
き
に
至
而
ハ
売
降
恐
後
、
主
を
殺 

親
を
追
ひ
、
兄
又
ハ
舅
を
殺
す
事
、
恰
も
奴
隷
を
殺
す
と
同
、 

独
伏
見
一
城
の
人
視
死
如
帰
、
従
容
全
節
、
他
の
諸
侯 

の
決
而
無
所
也
、
利
を
以
て
誘
と
も
不
動
、
害
を
以
て
恐
れ 

し
む
れ
と
も
少
し
も
お
そ
る
ゝ
色
な
し
、
節
義
忠
信
全
か
ら 

す
ん
ハ
何
を
以
て
此
に
い
た
ら
ん
、
此
鎌
倉
室
町
の
業
に
遠
く 

過
て
治
平
永
久
な
る
所
以
也
、
予
か
拙
き
詩
も
せ
め
て
此
事 

に
及
ん
と
て
国
史
流
伝
三
世
節
、
君
恩
堅
固
数
朝
侯
と
作 

れ
り
、
言
諛
言
に
似
た
れ
と
も
、
実
に
肺
肝
中
よ
り
出
る
也 

詩 

成
て
後
鈴
分
君
と
対
局
す
、
予
か
拙
局
と
て
も
古
柿 

二
君
に
ハ
遙
に
格
を
隔
た
る
故
対
す
る
事
あ
た
ハ
す
、
鈴 

分
と
ハ
力
相
敵
た
る
故 

戦
ふ
事
四
局
連
戦
皆
勝
、
二
君 

傍
に
在
て
笑
て
不
止
、
石
塚
氏
画
を
な
す
、
此
園
前
に 

ハ
海
上
を
一
目
に
望
ミ
千
帆
尽
く
墻
上
に
浮
ふ 

西
芙 

蓉
を
樹
間
に
望
む
、
下
瞰
ハ
三
田
の
市
廛
足
下
に
あ
り
、 

都
下
最
第
一
の
園
と
覚
ゆ
、
海
上
月
の
上
る
を
見
ん
と
て 

日
暮
迄
あ
り
し
が
、
晩
雲
陰
靄
し
て
月
不
見
、
黄
昏
辞 

し
て
帰
れ
り
、
佐
久
間
云
し
ハ
法
泉
寺
（右
傍
「寺
町
」 

左
傍
「二
間
寺
也
」）ハ
主
人
菩
提
所
故 



常
に
行
と
云 

詩
ノ
聯
後
改
て 

死
恰
鴻
毛
三
世
節
、
恩
分
竹
帛
数
朝
侯 

 

⑥ 

浜
町
稲
荷
堀
酒
井
雅
楽
頭
別
業 

遺
閑
記
聞
乙
亥
（文
化
十
二
年
）
五
月
条 

 

十
九
日 

又
精
翁
の
誘
に
て
浜
町
稲
荷
堀
酒
井
雅
楽
頭
君
之
別 

荘
に
い
た
る
、
こ
の
老
侯
に
ハ
杉
本
忠
温
宅
ニ
て
去
［ 

］
年
正
月
［ 

］日 

相
会
せ
し
也
、
其
後
聖
堂
参
拝
有
し
時
も
我
出
迎
へ
し
時
に
詞
を 

懸
ら
れ
し
也
、
此
別
墅
去
十
年
癸
酉
四
月
五
日 

精
里 

野
村 

鈴
分 

山
内
抔
と
行
し
也
、
今
日
山
内
有
事
て
不
行
、
友
野
行
け
り
、
予
は 

退
衙
よ
り
八
つ
時
に
行
、
古
し
へ
相
良
侯
の
別
業
故
木
石
力
を 

尽
し
且
居
処
も
美
麗
成
し
か
［  

］の
火
に
灰
燼
と
な
る
と
語 

る 

惣
坪
数
一
万
五
千
に
及
ふ
と
い
ふ
、
元
来
七
千
坪
な
り
し
を 

相
良 

の
地
を
合
せ
て
如
此
、
業
平
の
井
幹
あ
り
、
石
に
て
作
れ
る
も
の
に
し
て 

磨
瓏
刓
敝
し
て
丸
き
様
ニ
ミ
ゆ
、
千
年
旧
物
い
と
貴
し
、
此
石
を 

相
良
侯
よ
り
［  

］の
地
知
せ
し
人
に
模
し
可
給
と
求
ら
れ
し
時 

彼
人
模
せ
る
石
を
ハ
彼
地
に
置
て
真
の
も
の
を
贈
ら
れ
し
由 

殺
風
景
と
い
ひ
つ
へ
し
、
其
余
花
石
夥
し
く
有
し
由 

此
地
を
奪 

れ
し
時
ミ
な
池
に
し
つ
め
て
去
り
ぬ
、
今
其
石
を
出
さ
ん
に
ハ
許 

多
の
費
に
あ
ら
さ
れ
ハ
不
能
、
故
に
今
猶
水
中
に
歴
々
と
見 

ゆ
る
也
、
か
く
れ
蓑
と
題
せ
る
石 

利
久
所
持
の
物
也
、
中
凹
に
し
て
大
き
さ
二
／
三
尺
土
蔵
の
か
た
ハ
ら
に

あ
り 

陸
羽
家
の
喜
ふ
石
也
、
名
石
な
り
と
云
伝
ふ
、
出
迎
へ
し
老
儒 

田
中
新
助
名
熹 

字
子
和 

号
［  

］ 

高
須
七
郎
太
夫
名
裕 

字
文 

綽 

号
石
亭
、
酉
年
（＝
文
化
十
年
）
逢
し
人
也
、
一
人
長
原
淵
蔵
名
［  

］ 

字
［  

］ 

と
云
人 

是
も
先
年
逢
し
由
面
を
忘
れ
た
り
、
田
中
翁
ハ
三
十 

年
前
昌
平
学
舎
に
入
学
せ
し
由 

先
年
南
隣
菊
池
氏
（
右
傍
「彦
三
郎
」）に 

来
り
し
事
を
話
す 

彦
三
郎
と
云
ハ
当
主
人
よ
り
三
世
の
祖
父
也 

柳
亭
と
い
ふ
、
池
に
臨
た
る
一
亭
欄
に
憑
て
望
め
ハ
地
水
蒼
々 

蘆
花
海
辺
割
葦
の
声
、
蒼
樹
頭
に
白
鷺
夥
し
く 

宿
す
、
其
下
白
糞
地
を
塗
す
、
此
亭
一
名
洗
塵
亭
と 

い
ふ
、
諸
子
池
に
の
そ
ん
て
釣
す 

鮒 

た
ぼ
は
ぜ
、
数
枚
を
得 

た
り
、
精
翁
名
月
庵
と
か
い
ふ
よ
り
潔
白
蕎
麦
を
得
て 

携
ふ
、
其
白
さ
雪
の
如
く
細
繊 

羅
蕃
（蘿
蔔
か
）に
彷
彿
た
り
、
名 

品
と
い
ふ
へ
し
、
侯
よ
り
重
詰
三
重
を
出
す
、
道
明
寺
の
あ
ん 

こ
ろ
一
重 

か
し
ハ
も
ち
の
如
く
葉
な
き
物
黄
白
成
一
重 

に
し
め
一
重
也
、 

其
余
何
某
よ
り
と
て
す
し
一
盤 

鯛
の
煎
た
る
と
さ
し
身 



 

一
盤
と
吸
物
を
出
す
、
先
に
ハ
少
し
飢
た
る
を
覚
え
し
か
、
今
日
ハ 

飽
に
過
た
る
を
覚
ふ 

先
ニ
蟹
を
得
た
る
を
思
ひ 

蟹
を
得
て
／
持
帰
ら
ん
と 

糸
を
以
て
は
さ
ミ
を
つ
な
き
置
た
る
に
、
は
さ
ミ
を
き
り
て
に
け
さ
る
、
／
其
勇
可
称
も
の
也
、
毒
蛇
若
螫
手
、
壮
士 

解
腕
の
情
想
像
す 

岸
辺
を 

探
り
し
か
と
も
、
か
れ
走
り
隠
事
迅
速
に
て
一
を
も
え
ず
、
談 

笑
数
刻
に
し
て
帰
る
、
今
日
ハ
広
瀬
大
八 

石
塚
次
郎
左
衛
門
も
往 

り
、
都
築 

加
藤
約
せ
し
か
と
も
不
来 

広
瀬
に
ハ
此
間
托
せ 

ら
れ
し
大
草
の
詞
又
老
侯
の
書
の
事
抔
頼
む
、
精
里
早
く 

帰
れ
り
、
諸
子
と
同
く
帰
る
、
園
中
を
出
る
迄
長
原
氏
燈
を 

し
て
送
る
、
田
中 

高
須
に
ハ
亭
中
ニ
て
辞
す
、
園
尽
て
馬
場
ニ 

至
ら
ん
と
す
る
所
に
て
長
原
氏
と
別
れ
ぬ
、
杖
つ
き
一
人
軽
さ
ん 

は
き
た
る
か
如
例
出
来
て
門
迄
送
り
ぬ
、
門
番
も
掾
に
下
り 

座
し
て
拝
す
、
そ
れ
よ
り
鎌
倉
河
岸
に
至
る
に
雨
大
ニ
降
り
て 

一
麺
亭
に
入
り
て
麺
を
食
し
て
雨
の
晴
レ
を
ま
つ
に 

忽
ち 

晴
た
り
、
亭
を
出
て
歩
す
る
に
、
細
川
邸
前
又
護
持
院 

三 

番
原
辺
潦
所
々
に
あ
り
て
殆
ん
と
雪
駄
を
汚
さ
ん
と
す 

幸
に
河
岸
に
て
ふ
ら
て
う
ち
ん
一
つ
を
買
得
て
点
し
来
る
故 

憂
な
し
、
二
番
一
番
の
原
を
過
て
雉
子
橋
に
至
る
時
ハ
橋 

上
の
板
の
ミ
少
し
き
湿
て
地
上
ハ
雨
有
と
も
不
見
、
牛
淵
に 

至
れ
ハ
塵
土
人
の
裙
に
傍
ふ
灰
燼
中
を
行
か
如
し
、
然
れ
ハ
神 

田
橋
外
の
雨
と
ミ
ゆ 

家
に
帰
て
問
ふ
に
一
点
の
雨
な
し
と
云
、
千
里 

不
同
風 

百
里
不
同
雨
（正
し
く
は
「百
里
不
同
俗
」）と
い
ふ
よ
り
も
甚
し 

清
川
太
平
次
又 

彦
か
事
を
問
へ
は
、
三
四
年
以
前
に
亡
命
し
何
方
へ
行
し
や
ら
ん 

不
存
と
高
須
子
答
へ
た
り
、 

 

⑦ 

芝
新
銭
坐
会
津
中
屋
敷 

同
上
六
月
条
（文
化
十
二
年
） 

 

六
月
四
日 

又
精
里
の
誘
ニ
而
芝
新
銭
坐
会
津
藩
の
中
屋
鋪 

ニ
遊 

此
屋
敷
我
親
族
岩
田
氏 

祖
母
真
月
／
夫
人
家 

氏
家
氏
（右
傍
に
「五
郎
太
夫
」 

） 

伯
母 

（右
肩
に
「
代
助
」）教 

寿
夫
人
の
出
大
畠
氏
（右
下
に
「光
運
夫
人
」）の
嫁
す
る
家
也 

訪
ひ
し
事
あ
り
し
か 

久
々 

ニ
て
去
［  

］年
［ 

］月
［ 

］
日
精
翁 

柴
野
久
四
郎
と
遊
ひ
し
事
あ
り
、 

児
嶋
宗
悦
と
云
医
の
家
に
往
、
主
人
ひ
そ
か
に
園
中
を
誘
ひ 

竹
田 

俊
蔵
と
い
へ
る
文
学
出
て
相
見
せ
し
、
今
日
ハ
渋
谷
春
庵
の
家
に 

往
、
春
庵
の
子
新
五 

元
名
／
進 

精
里
塾
中
の
人
故
、
是
か
先
達
ニ
而 

遊
ふ
、
今
日
ハ
役
人
ニ
達
せ
し
故
亭
院
を
開
き
無
残
所
見
る 



事
を
得
た
り
、
閣
あ
り
朝
陽
閣
と
題
、
穆
如
清
風
の
関
防
尚 

実
之
章
と
香
山
の
落
印
あ
り
、
う
ら
に
朝
陽
閣
三
字
九
条
従
一 

位
左
大
臣
藤
原
尚
実
公
染
翰
也
、
明
和
己
酉
（乙
酉
＝
明
和
二
年
か
）五
月
と
ゑ
る
亭
記 

朝
鮮
人
南
秋
月
（
朝
鮮
使
節
製
述
官
の
南
玉
）
か
文
あ
り 

十
二
景
の
事
を
称
す 

文
別
ニ
／
写
す 

十

二
景
ハ 

 
 

双
蓮
池 

 

竹
裡
径 

 
酔
月
岡 

 

春
樹
堤 

 

白
泉
橋 

 
 

偃
松
嶼 

 

聞
潮
亭 

 
映
雪
館 

 

秋
香
園 

 

涼
風
舎 

 
 

匹
練
瀑 

 

夕
照
林 

 

盆
水
二
あ
り
、
一
ハ
ま
水
ニ
而
中
に
嶋
あ
り 

瓢
の
形
す 

荷
燕
子 

蒪
菜
（ジ
ュ
ン
サ
イ
）な
と
あ
り
、
潮
水
の
入
り
し
故
に
や
少
し
く
憔
悴
す
、
一
つ
ハ 

潮
水
を
引
る
也
、
二
町
四
方
も
あ
ら
ん
海
水
の
入
ル
口
を
三
重
に
柵 

を
用
ひ
て
魚
の
出
さ
る
様
に
構
へ
た
り
、
二
柵
ハ
竹
一
ハ
銅 

細
を
用
ひ
た
れ
ハ
魚
の
出
へ
き
や
う
そ
な
き
、
朝
早
く
蓐
食 

し
て
穆
亭
と
共
に
友
野
氏 

野
村
氏
を
誘
ひ
て
行 

鈴
木
氏 

い
つ
も
早
き
人
な
る
、
此
日
ハ
い
か
ゝ
有
け
ん
遅
く
来
れ
り
、
引
つ
ゝ
き 

土
屋
七
郎 

是
ハ
今
日
の
事
管
せ
り 

大
塚
村
石
塚
次
郎
左
衛
門 
藩
の 

人
［  

 

］牧
原
只
次
郎
（
＝
半
陶
） 

昌
平
諸
生
／
寮
ニ
居
る
人 

出
て
相
対
す
、
朝
陽
閣
ハ
座
鋪
の
北 

に
あ
り
、
東
面
す
、
高
く
地
を
き
つ
き
亭
を
構
ふ
、
地
の
高
サ
七
八 

尺
計
、
座
鋪
ハ
東
南
に
向
ひ
西
ニ
馬
場
あ
り
、
三
丁
余
も
あ
ら
ん
、
十
七 

畳
の
上
座 

廿
畳
計
の
次
の
間
二
つ
、
遠
沢
と
い
ふ
会
津
の
画
家 

七
十
五
歳
の
落
款
せ
し
屏
風
あ
り 

柱
の
釘
か
く
し
に
銀
の
四
分 

一
鶴
を
打
、
亭
ハ
丸
木
作
り
、
天
上
は
丸
木
の
面
取
た
る
と
と
き
ん
形
し 

た
る
木
を
打
て
亭
の
柱
も
丸
木
な
り
、
座
鋪
ハ
つ
が
の
木
の
柱
（右
傍
「糸
ま
き
の
密
な
る
」）を 

用
ゆ
、
小
用
所
処
々
に
あ
れ
と
も
皆
封
し
て
人
を
不
入
、
是
侯
の
用
所 

な
れ
ハ
也
、
傍
な
る
用
所
に
侯
（
＝
松
平
容
衆 

一
八
〇
三
年
生
）
の
草
履
と
覚
し
き
小
サ
き
履
あ
り
、 

侯
年
／
十
三
四 

外
に
映
雪
館
ハ
富
士
を
望
、
聞
潮
亭
ハ
品
海
眼
下
に 

見
ゆ
る
、
匹
練
瀑
ハ
跡
の
ミ
あ
り
て
水
ハ
か
れ
た
り
、
池
ハ
常
に
ハ
釣 

す
る
事
を
不
許
共
、
今
日
ハ
格
別
の
事
也
と
て
釣
具
三
つ
を
出
し 

鈴
木
氏 

石
塚
氏 

山
内
氏 

友
野
氏
抔
行
て
釣
ル 

鮒
の
大
キ
サ
五
六 

寸
計
な
る
廿
尾
計 

九
寸
一
尺
余
な
る
二
十
尾
計
を
得
た
り
、
蝦
す
が
の 

子
抔
目
も
か
け
す
、
鮒
の
尺
余
な
る
ハ
釣
綸
を
切
て
迯
去
ル
事
幾 

度
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
す
、
舟
一
艘
を
浮
へ
て
釣
ル
、
初
つ
り
し
時 

午
時
に
十
余
尾
を
得
た
り
、
其
興
無
限
、
頗
ル
飢
を
覚
ふ
ハ
朝 

早
く
食
せ
し
故
也
、
飯
を
喫
し
て
後
釣
す
る
に
不
得
魚
、
七
つ
時 

ニ
や
及
ハ
ん
頃
に
又
廿
尾
余
を
得
た
り
、
溌
剌
と
し
て
竿
に
上
る 



金
鱗
巨
大
眼
を
驚
す
、
凡
此
池
釣
せ
さ
る
事
十
年
に
及
ふ
、
今
の 

侯
の
幼
に
し
て
お
ハ
せ
し
故
遊
猟
の
事
な
き
故
也
、
故
ニ
池
中
皆
魚 

肥
て
且
数
万
尾
有
と
ミ
ゆ
、
其
余
小
魚
ハ
殆
百
尾
ニ
及
ハ
ん
、 

い
か
に
侯
何
任
（＝
任
公
子
）
公
の
徒
を
し
て
つ
ら
し
む
と
も 

か
く
獲
物
ハ
あ
ら
し
、 

況
や
尋
常
の
人
を
や
、
魚
余
り
に
多
し
て
鈴
分 

石
塚
の
二
君
ハ 

詩
を
不
作
、
鈴
分
少
し
水
を
試
ミ
遊
泳
せ
り
、
覆
没
沈
浮 

平
生
の
技
を
逞
ふ
す
、
久
く
廃
せ
し
業
故
ニ
や
疲
た
る
事
甚
し
、 

新
吾 

鈴
分
抔
対
局
す
、
予
敗
す
る
事
甚
し 

十
二
景
を
分
ち 

て
五
律
壱
首
つ
ゝ
作
ら
ん
と
て
題
を
分
つ
、
春
庵 

精
里
の
書 

を
請
へ
り
、
扇
抔
六
七
枚
を
出
す
、
此
四
五
日
炎
熱
如
焚
な
り
し
も
、 

今
日
ハ
幸
ひ
涼
風
入
袖
、
午
前
ハ
天
陰
り
て
日
を
不
見
、
加
之 

大
廈
の
中
に
坐
せ
し
故
些
の
暑
気
を
も
不
覚
、
七
つ
過
よ
り
欝 

蒸
を
覚
ゆ
、
諸
君
詩
な
れ
り
、
凡
今
日
の
楽
ハ
近
来
如
此
の
事 

を
不
覚
、
景
色
一
也
、
釣
魚
を
得
る
事
多
し
二
也
、
涼
風
三
也 

況 

や
一
堂
の
中
歓
娯
し
て
不
知
終
日
、
按
に
此
祖
侯
土
津
霊 

神
ハ
闇
斎
ニ
学
ひ
、
神
学
を
吉
川
惟
足
よ
り
許
可
せ
ら
る
、
ひ
も
ろ
き
（＝
神
籬
） 

岩
坂
（＝
磐
堺
）の
伝
ハ
闇
斎
侯
よ
り
譲
り
受
た
り
と
新
芦
面
命
に
見 

ゆ
、
当
時
賢
君
に
て
在
し
故
、
談
海
ニ
も
か
の
三
賢
人
七
君
子
の 

中
に
も
の
れ
り 

新
太
郎
少
将 

水
戸
／
西
山
公 

此
侯 

故
に
十
二
景
に
名
つ
く
る
も
不
俗 

か
の 

好
学
の
余
沢
推
て
可
知
、
日
暮
諸
子
と
帰
れ
り
、
鮒
壱
尾
つ
ゝ
我 

同
道
人
ニ
贈
ら
る
、
わ
か
ち
て
家
に
帰
る
、
午
前
精
里
来
ル 

神
戸
／
侯 

邸 

に
至
り
し
故
来
る
事
お
そ
し
、
誰
人
か
出
せ
し
に
や
大
重
箱
に
饅
頭
い 

ま
さ
か
一
重
を
贈
る
、
午
時
飯
を
出
す
、
汁
ひ
ら
［  

］の
切
身
煎 

た
る
也
、
其
後
渋
谷
氏
干
菓
子
一
重
と
上
あ
ん
の
餅
果
子
一 

重
を
贈
る 

す
し
一
盆
も
あ
り
、
釣
得
し
鮒
き
う
り
と
同
く
鱠
に 

な
し
て
出
す
、
［ 

］し
い
ま
ゝ
く
ら
ひ
し
故
腹
果
然
（＝
満
腹
）
た
る
に
河
漏
麪 

を
出
し
て
晩
食
ニ
充
つ
、
飽
満
に
た
へ
す
、
す
ゝ
り
ふ
た
七
種
酒
壱
瓶 

を
出
せ
と
も
酒
人
少
き
故
酔
人
も
な
し
、
山
内
少
し
飲
た
り
し
か
、
対 

飲
す
る
人
も
な
き
故
纔
に
し
て
や
む
、
恨
る
所
ハ
蓮
池
舟
を
浮 

へ
て
盪
棹
の
翠
鬟
な
し
、
座
上
新
様
の
歌
を
唱
へ
欄
前 

憑
干
の
紅
粉
を
不
見
、
蘭
麝
薫
人
の
少
好
を
欠
く
、
是 

欠
典
也 

し
か
し
座
上
の
諸
賓
皆
方
正
厳
毅
の
人
の
ミ
に
し
て 

誤
て
行
酒
了
鬟
の
標
致
な
る
爰
に
出
ハ
夾
谷
の
会
に
夫
人 

を
退
け
又
ハ
山
鳥
不
知
紅
粉
楽
の
如
く
、
又
ハ
文
祝
唐
の
船 

中
の
如
く
な
ら
ん
ハ
興
も
又
尽
へ
し
、
予
ひ
と
り
と
穆
亭
と
此
事
を 

ひ
そ
か
に
語
し
て
嘆
息
す
る
而
已
、
分
つ
処
の
鮒
家
に
帰
り
て
煎
て 



食
す 
味
又
可
賞 

満
腹
累
々
と
し
て
卵
子
夥
し 

恨
ら
く
ハ
秋
末 

冬
初
に
釣
り
得
て
こ
れ
を
食
せ
さ
る
事
を
、 

 

⑧ 

業
平
橋
畔
西
尾
殿
別
業 

同
巻
六
月
の
条
（文
化
十
二
年
）  

 
 

 
 
 

 

十
三
日 

精
里
催
ニ
而
本
所
業
平
橋
畔
横
須
賀
候 

西
尾
隠
岐
守
（
＝
西
尾
忠
善
）  

 

別
荘
へ
行
、
幽
谷
公
事
ニ
而
不
往
、
穆
亭
風
を
病
て
不
行
、
蓐
食 

し
て
崑
崗 

大
陵
と
同
し
く
行
、
浅
草
よ
り
巴
屋
と
い
ふ
茶
店
ニ 

命
し
て
昼
と
晩
の
食
を
買
ふ
、
亭
の
座
鋪
拾
畳
敷
弐
タ 

間
さ
ま
で
の
事
と
も
不
覚
、
東
に
向
て
弐
間
程
の
あ
ゆ
ミ
の
橋 

を
わ
た
り
行
て
一
亭
に
出
つ
、
十
五
畳
の
間
侯
の
居
間
な
り
、 

唐
紙
（右
傍
「
カ
ラ
カ
ミ
」
）ま
へ
ら
戸
（＝
舞
良
戸
）
画
皆
玄
丘
滕
好
徳 

玄
対
門
人
／
也
と
云 

か
画
き
し 

鯉
三
疋 

小
唐
／
か
ミ 

竹
籠
に
黄
蜀
葵 

牡
丹 

断
腸
花
（＝
秋
海
棠
） 

藤 

蘭 

枸 
 
 

 
 

 

杞
実
な
と
入
た
る
を
二
つ
画
け
り 

ま
い
ら
／
戸
也 

鴨
雁
を
も
画
く 

大
か
ら
紙 

 

釘
か
く
し
銀
四
分
一 

蔦
桐
楓 

松
の
翠 

銀
杏
抔
尽
（右
傍
「コ
ト
〱
」）く
別
物
也
、 

鴨
の
引
手
ハ
大
キ
サ
大
鍔
程
の
金
め
つ
き
九
龍
奇
工
也 

ま
い
ら 

 
 
 
 

 

戸
引
手 

【図
】 

赤
銅
に
て
：
：
：
の
処
上
リ

下
リ

龍
を
金
め
つ
き
是 

亦
可
見
、
此
座
鋪
に
至
て
所
謂
塞
至
り
（底
至
り
）を
覚
ふ
、
障
子
大
骨
皆 

あ
め
色
檜
と
ミ
ゆ
床
に
刀
か
け
あ
り 

【図
】 

と
い
ふ
形
五
冊
物
の 

 
 

絵
の
如
し
、
二
階
上
り
口
鳶
上
り
梅
色
の
さ
ら
さ
の
幔
あ
り
、
上
り 
 

段
壱
間
の
は
ゞ
に
て
初
北
に
向
て
上
り
東
に
折
て
南
に
出
る 

釘
か
く
し 

金
め
つ
き
櫛
松 

侯
の
定
／
紋
な
り 

園
中
を
一
望
す
、
天
井
五
嶽
真
形
の
形 

の
浅
黄
の
は
り
付
欄
干
け
や
き
図
の
如
し
、
監
園
吏
平
岡 

長
作
者
出
て
相
対
す
、
南
方
の
浮
屠
高
く
見
ゆ
る
ハ
霊
山 

法
恩
の
二
寺
也
、
予
吉
川
の
居
を
問 

東
南
に
見
え
し
桧
の
木
即
是
也 

と
教
ゆ
、
坪
数
弐
万
あ
り
、
橋
九
つ
亭
六
つ
有
と
云 

園
中
を 

歩
し
て
見
る
に
左
ま
て
工
を
も
試
さ
す
、
殆
と
田
舎
の
景
を 

覚
ふ
、
況
や
隴
畝
数
千
畞 

農
夫
婦
耨
耕
の
有
様
実
に 

野
外
の
趣
の
如
し
、
大
陵
の
詩
に 

深
園
野
趣
即
天
工
と
作
ら 

 
 

 

れ
し
ハ
今
日
の
実
景
と
覚
ゆ
、
園
路
径
を
屈
曲
し
て
殆
と 

迷
ふ
べ
し
、
今
日
ハ
翁
病
て
不
行
、
小
太
郎
か
石
塚
と 

伊
与
人 

と
い
ふ 

書
生
を
引
い
て
行
藩
よ
り
去
年
の
冬
精
里
に
入
塾
せ
し
土 

 
 

 

屋
慎
三
と
い
へ
る
か
東
道
の
主
人
た
り
、
崑
崗 

小
太
郎
ハ
釣
に 

耽
り
て
坐
に
あ
ら
す
、
大
陵
と
相
対
し
て
詩
を
吟
詠
す
、 

二
階 

を
開
き
て
風
を
通
す
、
涼
風
秋
の
如
し
、
我
僕
と
大
陵
の
僕 

と
頻
ニ
炎
天
に
舟
を
盪
す
、
漸
飢
を
覚
ふ
、
予
団
飯
を
齎 



せ
し
故
是
に
て
纔
に
飢
に
充
、
午
時
飯
来
る
、
精
翁
よ
り
托
せ 

ら
れ
金
弐
分
を
巴
屋
に
あ
た
へ
し
也
、
尺
余
の
大
鉢
ニ
七
八
寸
の 

鯛
塩
焼 
大
あ
ぢ
ね
ぎ
の
手
壱
束
に
切
た
る
む
ま
煎
あ
り
、  

 
 

硯
蓋
様
の
鶏
卵 
大
切
こ
ふ
の
酒
煎
抔
五
種
の
物
中
と
ん
ふ
り 

 
 

 
 

赤
ゑ
ひ 

新
い
も
入 
香
の
物
き
瓜 

大
根
味
噌
漬 

茄
子
新
漬
を
入 

大
茶
碗
盛
石
な
き
：
：
抔
入
た
る
薄
葛
を
出
す
、
酒
纔
二
合
計 

有
と
も
飲
人
な
し
、
飯
終
り
て
小
太
郎
頻
ニ
釣
に
耽
り
て
園
中 

歩
し
て
伺
ふ
に
人
工
を
用
ひ
す
、
大
に
人
意
に
可
な
る
処
多
し
、
夜 

食
来
る 

き
瓜
塩
お
し
に
味
醂
酒
か
け
し
干
鰹
を
お
ほ
ひ
、
焼 

る
ゑ
ひ
と
自
然
生 

大
椎
茸 

切
た
る
豆
ふ
、
焼
た
る
十
六
さ
ゝ
げ 

を
煎
て
大
鉢
に
堆
く
盛
て
焼
た
る
団
飯
を
切
た
め 

は
ゝ
／
五
寸 

計
広
／
七
寸
計 

に
入
て
持
来
ル
、
小
太
郎
う
な
き
一
尾
と 

一
尺
二
／
三
寸 

鮒
一
尾 

五
寸
／
計 

を
釣
得
、
誇
て
不
止
、
其
余
諸
子
三
四
寸
の
鮒
三
四
十
尾
を 

得
た
り
、
是
を
先
日
会
津
の
邸
に
比
す
る
に 

今
日
の
大
魚
ハ 

会
津
の
小
な
る
に
ハ
る
か
お
と
り
て
ミ
ゆ
、
晩
飯
後
石
塚
と 

小
太
郎
小
の
酒
を
喫
す
、
小
太
郎
少
く
酔
を
覚
ゆ
、
蚊
の 

出
る
事
甚
し 

衣
二
重
を
透
し
て
膚
を
噛
事
錐
ニ
て 

刺
か
如
し 

痛
忍
ふ
へ
か
ら
す
、
荘
を
出
る
時
日
已
に
暮
、
小 

太
郎
足
の
遅
き
事
甚
し
、
酔
を
帯
る
故
や
ら
ん 

園
中
六
景 

あ
り
、
土
屋
慎
三
示
し
て
云 

浮
床 

水
中
に
一
間
幅
八
橋
如
き
も
の
／
を
三
四
間
作
れ
り 
春
浪 

店 

茶
室
／
な
り 

招
圃
軒 

一
室
／
也 

風
雲
庵 

露
台
の
上
ニ
／
板
計
を
立 

小
蓬
壺 

池
を
南
ニ
／
見
亭
池 

へ
作
り
／
か
け
た
り 

橋
東
園 

都
而
坐
敷
向
を
／
名
付
し
よ
し 

楼
の
う
し
ろ
茶
室
あ
り
、
玄
対
か 

画
し
三
幅
対
の
小
幅
を
か
く
、
夜
ニ
入
熱
を
添
陰
り
て
月
を 

見
す
、
篁
園
云
、
山
内
少
シ
の
病
を
ハ
忍
ひ
て
来
ら
ハ
可
好
ニ
遺 

恨
也
と
し
ハ
〱
語
す
、
予
答 

彼
紈
袴
気
習
ニ
て
病
を
ハ
甚
し
く 

恐
る
ゝ
故
少
し
の
事
を
大
イ
に
憚
る
僻
有
、
予
其
気
力
を
ミ
る
に 

先
日
予
か
嶋
原
園
に
遊
ひ
し
時
嗽
咳
熱
気
甚
し
き
に
ひ
す
れ 

ハ
何
啻
径
庭
な
ら
ん 

然
を
召
恒
の
招
に
も
行
べ
し
と
備
し
て 

 
 

忽
に
や
ミ
ぬ
、
富
貴
に
生
長
せ
し
人
大
率
如
此
と
笑
て
止
む
、 

 

⑨ 

桃
園 夢

蕉 

文
化
十
四
年
丁
丑 

 
 
 

桃
園 

常
円
寺
の
桜
を
ミ
て
帰
り
ニ
遊
ひ
た
る 

二
月
の
条 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
も
む
き
也 

初
を
略
し
て
桃
園
計
ヲ
取 

 

廿
二
日 

首
／
略 

又
西
に
向
て
行
、
淀
橋
の
前
一
町
計
右
ハ
菅
廟
左
の
方 

の
茶
店
に
処
女
壱
人
年
十
四
五
計
姿
色
絶
倫
な
る
か
た
て
り
、
諸
子 



皆
賞
嘆
す
、
此
婦
ハ
近
隣
有
名
の
人
な
る
由
、
桃
園
ニ
行 

残
桃
少 

し
く
花
あ
り
、
園
丁
に
懇
請
し
て
御
座
台
の
傍
に
設
席
、
山
内 

腰
間
よ
り
一
瓢
を
出
し
て
す
ゝ
む
、
興
致
甚
適
せ
り
、
予
か
旧
年 

の
詩
に
松
偃
恰
疑
朝 

御
座
桃
残
尚
似
憶 

君
恩
、
と
い
ひ 

し
を
想
出
し
て
詩
あ
り 

数
対
遺
芳
、
御
座
頭
、
戴
花 

明
主
好
風
流
、
村
翁
説
道
当
時
事
、
遊
猟
回
頭
八
十
秋 

植
木 

 

忽
吟
し
て
云 

憶
昔
紅
霞
照
眼
明
、
遺
芳
猶
自
引
都
人
、
唐
家 

芍
薬
隋
家
柳
、
不
比
桃
園
数
樹
春
、
謹
按 

有
徳
廟
尓
時 

都
下
の
風
頽
惰
し
て
恰
も
な
ま
公
家
の
如
く
士
人
の
年
若
き
ハ  

 
 

 

粉
白
不
已 

年
輩
の
心
も
艶
な
る
事
而
已
を
専
と
し
、
縦
令
ハ
井 

伊
氏
の
お
さ
へ
に
向
て
傍
人
の
是
ハ
何
〱
の
殿
な
る
そ
と
問
へ
は 

江
州
彦
根
の
侍
従
と
答
ふ
、
今
の
井
伊
掃
部
頭
と
い
ふ
に
ハ
異 

也
け
る
と
か
や
、
紀
に
在
し
時
此
事
を
深
く
憂
さ
せ
玉
ひ
て
、
入
継 

よ
り
以
後
専
ら
武
断
を
事
と
し
毅
然
た
る
丈
夫
の
風
に
し
て
近 

 
 

 
 

侍
の
臣
蓬
頭
短
髪
短
後
の
衣
双
刀
長
き
を
帯
ひ
て
其
頃
ハ 

人
の
野
様
也
と
笑
ひ
し
程
の
事
な
れ
ど
も
、
時
を
救
ふ
の
権
不
得
不
如 

此
、
然
し
て
後
士
人
ミ
な
武
威
儼
然
と
し
て
干
城
の
任
不
曠 

と
い
ふ
べ
し
、
其
傍
に
飛
鳥
隅
田
に
桜
を
植 

此
ニ
桃
を
植
給
ふ 

有
文
事
者
有
武
備 

右
文
左
武
の
徳
と
い
ひ
つ
べ
し
、
其
一
代
の 

盛
徳
ハ
史
官
備
焉 

不
俟
吾
腐
言
、
実
に
中
興
の
明
主
光 

 
 

 
 
 

 
 

 

武
昭
烈
（光
武
帝
・昭
烈
帝
＝
劉
備
）の
上
に
出
へ
し
、
且
也
吾
楓
山
書
庫
図
書
集
成
を
始 

と
し
数
百
部
の
書
皆
其
御
時
に
収
蔵
あ
り 

紀
藩
の
督
主
に 

あ
ら
す
ん
バ
い
か
て
か
斯
の
如
き
事
を
得
ん
、
園
中
に
坐
す
る
事 

久
し
、
日
も
漸
く
［ 

］に
及
ん
と
す
、
主
人
ニ
謝
し
て
帰
路
淀
橋
畔 

 
 

 

の
茶
店
に
坐
し
て
飯
を
食
す
、
硬
飯
不
可
下
咽
、
菜
亦
賤
品 

に
し
て
不
可
、
た
ゝ
経
机
の
床
に
安
せ
し
、
古
色
可
愛
を
覚
ゆ 

山
内
是
を
購
ハ
ん
と
て
計
り
し
か
、
久
し
く
伝
へ
た
る
者
に
し
て
度
々 

の
火
を
免
れ
し
も
の
也
と
て
不
肯
、
下
略 

 

⑩ 

松
岡
侯
の
別
業 

夢
蕉
八
巻 

壬
午
（文
政
五
年
）
十
一
月 

 

廿
三
日 

約
し
て
中
山
備
前
守 

松
岡
侯 

の
業
に
遊
ふ
、
亀
里
権
左
衛
門 

名
章 

字
子
含 

侯
の
師
た
る
に
依
て
此
人
を
し
て
園
を
か
ら
し
む
、  

 
 

 
 
 

 
 
 

 

園
丁
を
加
藤
忠
蔵
と
い
ふ
、
こ
れ
ま
た
亀
里
か
徒
弟
也
、
亀
里
氏
（右
辺
に
「左
五
郎
」） 

旧
年
同
じ
く
岩
月
氏
に
槍
を
学
ふ
、
尓
時
少
年
な
り
し
か
、
今
已
に 

四
十
三
と
い
ふ
、
野
村
君
玉 

友
野 

勝
田 

芝
田 

山
内 

鈴
分 

豚
児
（＝
桃
野
） 

内
山 



氏
輩
会
す 

嶋
［  

 

］名
昶
字
伯
和 

号
松
塢
、
野
村
の
門
也
、
川
上
金 

 
 

吾
助 
名
充
成 

字
子
績
、
号
麟
巷
、
同
上
内
山
氏
謙
太
郎
、
名
謙 

 
 
 
 

 
 

 

字
徳
杓 
号
一
谷
、
小
太
郎
子 

植
木 

入
江
二
君
午
後
出
来
ル
、
亀 

里
子
門
下
朝
比
奈
昌
之
助 

名
は
一
知
、
字
伯
行
、
号
瞰
江 

小
日
向
／
の
人 

篠
原 

力
四
郎
（右
辺
「御
徒
目
付
ノ
子
」）
名
苞
文 

字
士
学 

亀
里
氏
の
弟
也
、
押
田
新
蔵 

御
持
／
与
力 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

名
教
民 

字
孟
孝
、
加
藤
定
之
助 
名
忠
徳 

字
［  

 

］也 

阿
部
良
之
助 

金
田
権 

右
衛
門
皆
同
く
槍
法
の
同
門
也
、
誘
ひ
し
か
事
あ
り
て
不
来 

可
恨
、
主 

侯
朝
よ
り
放
鷹
の
た
め
に
来
り
あ
り
、
積
景
台
よ
り
遥
に 

下
瞰
る
所
、
茅
屋
四
五
間
、
放
鷹
の
故
に
、
高
談
劇
笑
を
禁 

す
、
暫
く
し
て
侯
よ
り
用
人
を
し
て
可
来
由
を
命
せ
ら
れ
、
其 

所
に
至
る
、
ヲ
シ
鴨
四
枚 

青
首
の
雌
一
枚
を
得
て
竹
に
縛
し
置 

り
、
暁
方
と
日
暮
と
鳥
を
得
る
時
也
と
い
ふ
、
侯
其
辺
を
逍
遥
し
、 

実
ハ
鳥
を
獲
た
る
を
我
輩
に
見
せ
し
め
ん
と
せ
し
か
、
折
節
に 

不
能
得
、
園
中
十
五
景
を
分
ち
韻
を
分
ち
て
詩
作
ら
し
む
、 

本
日
ハ
懽
楽
園
小
集
の
詩
を
命
せ
ら
る
、
侯
も
七
絶
を
以
て
諸 

士
を
労
せ
ら
る
、
詩
稍
可
視 

紈
袴
（が
ん
こ 

貴
族
の
子
弟
）の
人
文
筆
に
志
あ
る 

大
ニ 

可
賞 

魚
と
果
と
以
て
諸
子
に
給
ハ
る
、
皆
相
約
し
て
行
厨
を 

携
ふ
、
勝
田
と
入
江
と
少
し
の
酒
を
携
へ
て
来
り
飲
む
、
懽
楽
園 

ハ
馬
場
の
傍
に
し
て
鷹
場
を
さ
る
こ
と
遠
し
、
故
に
放
酒
せ
り
、 

本
日
生
面
の
人
多
く
、
且
加
藤
氏
傍
に
あ
り
て
周
旋
せ
し
故 

常
日
の
如
く
調
謔
の
語
あ
る
事
不
能
、
一
座
粛
然
た
り
、
詩 

成
る
廿
余
編
、
亀
里
氏
予
ニ
詩
を
贈 

少
年
の
時
を
述
ふ
、
侯 

の
詩
を
和
す
る
も
の
植
木
氏 

入
江
氏
及
予
也
、
園
高
田
馬
場
東 

頭
よ
り
屈
曲
し
て
東
北
ニ
行
事
僅
に
三
四
丁
也
、
園
の
広
さ 

一
万
五
千
畝
也
と
云
、
軒
上
の
間
七
畳 

下
の
間
三
四
畳 

三
面 

障
子
を
開
き
し
故
稍
寒
き
を
覚
ふ
、
天
晴
て
残
楓
枯
蘆 

尚
可
観
、
堀
ぬ
き
の
井
あ
り
、
嗽
玉
井
と
い
ふ
、
亭 

皆
梅
を
植
、 

三
四
拾
種
是
梅
花
宇
也
、
演
武
の
場
近
く
に
門
あ
り
掄
材 

門
と
い
ふ
、
其
所
よ
り
入
り
て
桜
の
門
と
い
ふ
所
よ
り
帰
り
去 

朝 

四
つ
時
に
会
し
て
日
暮
六
つ
過
に
帰
る
、
終
日
逍
遥
し
て
大
に
楽 

む 

余
詩
早
く
成
事
常
日
に
不
同
、
故
に
諸
子
苦
吟
の
際
所
々 

逍
遥
し
て
意
大
ニ
暢
ふ
、
主
侯
よ
り
懇
ニ
命
あ
り
、
先
に 

鷹
に
の
ミ
意
あ
り
て
、
諸
子
に
挨
拶
せ
さ
り
し
を
謝
せ
ら
る
、
侯 

容
皃
先
侯
に
彷
彿
た
り
、
只
身
材
短
小
な
る
の
ミ 

肥
肉
恰 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

似
た
り 

 



 

⑪ 

中
山
侯
別
業 

夢
蕉 
癸
未
（文
政
六
年
）
四
月
の
条 

廿
五
日
早
天
家
を
出
て
高
橋
氏
（＝
景
保
）に
至
る 

主
人
所
蔵
の
蘭
服 

を
借
り
て
明
日
中
山
侯
別
荘
に
至
る 

座
中
の
観
に
供
す
る
也 

廿
六
日
午
前
観
巣
（
＝
高
橋
景
保
）
を
辞
し
蘭
服
を
た
つ
さ
へ
帰
る
、
鈴
分
氏
（
＝
鈴
木
分
左
衛
門
） 

に
会
す
已
に
侯
の
使
路
に
あ
へ
り
、
植
木 

山
田 

柴
田 

川
上 

内
山 

友
野 

熊
坂
来
り
在 

豚
児
（＝
桃
野
）と
共
に
、
樛
田
神
明
横
丁
よ
り
左 

 
 

転
し
て
荘
に
出
ツ
、
前
日
亀
里
氏
よ
り
書
あ
り
、
主
人
明
服
を
着 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

て
相
対
す
る
由
、
荘
に
入
て
亀
里
氏
の
弟
［  
］出
迎
ふ
、
入
江 

野
村
氏
先
ニ
あ
り
、
朝
比
奈 

押
田
等
相
対
ス
、
篠
崎
氏
出
、
屋
代 

太
郎 

西
井
孫
太
夫 

横
田
帒
翁
子
孫
三
人 

勝
田
半
斎
等
陸 

続
し
て
来
ル
、
席
上
卅
余
人
、
大
卓
に
醋
一 

笥
一 

鰹
羅
浮
一 

今
坂
（＝
今
坂
餅
）一
盆
に
盛
て
酒
あ
り
、
し
つ
ほ
く
の
設
せ
ん
と
思
ひ
す
か 

と
別
荘
具
に
乏
く
し
て
其
事
ニ
不
能
と
察
せ
ら
る
、
鈴
分 

蘭
服
し
て
主
人
と
松
濤
館
に
出
迎
ふ
、
主
侯
も
ミ
（＝
紅
）の
絹 

 
 
 

 
 

 
 

明
服
、
従
者
浅
黄
木
綿
の
服 

亀
里
も
陪
せ
り
、
ミ
な
冠
を 

つ
く 

衆
人
に
謁
し
て
後
服
を
改
て
相
対
す
、
舜
水
の
持
来 

れ
る
服
の
由
、
其
様
を
摸
せ
し
か
と
も
絹
ハ
日
本
ニ
な
き
地
合
故 

似
た
る
を
以
て
製
せ
り
、
其
古
き
ハ
甚
損
し
て
難
用
と
説 

か
る
、
其
人
怜
悧 

遇
す
る
甚
厚
し
、
邸
主
に
侍
し
て
常
に
相 

話
す
る
故
大
藩
の
家
老
の
如
し
、
世
の
小
諸
侯
扶
余
の
三
子
の 

 
 
 

 
 

如
く
な
る
に
似
す
、
且 

幕
中
ニ
て
衆
官
と
常
に
周
旋
せ
し
故 

大
ニ
世
事
ニ
熟
せ
り
、
去
年
い
ま
た
行
さ
る
寒
芦
岸
の
西 

辺
に
行
ミ
る 

地
広
し
て
別
に
乾
坤
を
ひ
ら
く
に
似
た
り
、 

姿
見
橋
近
く
ニ
ミ
ゆ
、
或
ハ
庭
を
歩
し
席
に
つ
き
随
意 

に
し
て
歓
甚
し
、
植
木
酔
濁
を
解
ん
と
松
濤
軒
に
入
て 

茶
を
請
ふ
、
一
の
円
頂
（＝
坊
主
）座
し
て
陸
羽
の
儀
を
な
す
、
余
と 

窃
に
此
技
を
そ
し
り
座
、
忽
侯
帰
り
来
り
て
衣
を
改
む
る
に 

逢
て
席
に
か
へ
り
さ
る
、
太
郎
哥
数
首
を
よ
む
、
帒
翁 

哥
壱
首
あ
り
、
諸
君
詩
あ
り 

主
人
よ
り
全
幅
の
唐
紙
を
出
し 

寄
合
書
を
せ
し
む
、
勝
田
氏
草
書
を
な
す
、
内
山
氏
と
豚
児
と 

隷
を
書
す
、
主
人
の
画
を
出
し
示
す
、
稍
可
看
、
主
侯
肥
肉
大
ニ 

先
侯
に
彷
彿
た
り
、
聲
ハ
先
侯
の
大
な
る
ニ
似
す
、
先
侯
ハ
先
水 

藩
の
弟
に
し
て
今
の
水
藩
の
［  

］也
、
侯
の
詩
ニ
曰 

丹
信
情 



偶
着
明
時
服
、
徘
徊
隔
市
城
、
空
庭
常
不
掃
、
小
墅
此
相
邀
、 

人
向
林
間
嘯
、
鵑
穿
雲
表
鳴
、
朝
陽
如
有
意
、
応
為
徳
星
生
、 

帒
翁
の
哥
に 
石
の
火
の
打
出
か
た
き
お
も
ひ
を
ハ
い
か
に
し
て
か
ハ 

君
に
ミ
す
へ
き 
太
郎
か
哥
に 

十
余
り
五
つ
の
景
色
備
れ
る
園 

の
う
ち
に
て
千
代
も
経
ぬ
へ
し
、
太
郎
か
哥
ハ
俳
諧
躰
か
古
風 

か
人
の
評
を
ま
つ
、 

亀
里
氏
蘭
服
を
借
ら
ん
事
を
請
ふ
、
予
曰 

服
の
事
易
々 

只
願
く
ハ
其
持
主
を
秘
し
玉
ハ
ん
事
を
と
目
録
を
添
へ
て
借 

送
る
、
予
詩
曰
、
提
携
重
得
訪
山
泉
、
処
々
薫
風
聴
杜
鵑
、 

衣
裳
曾
見
明
時
服
、
通
達
偏
疑
晋
代
賢 
侯
の
石
を 

画
き
し
に
書
す
四
五
片 

誰
以
丹
青
手
、
描
斯
黄
土
精
、
巉 

嵓
一
塊
物
、
応
入
米
家
評
、
席
上
匆
卒
衆
人
稠
坐 
豪
酒 

 
 

 
 
 

 
 

 

如
涌
な
る
ゆ
ゑ
詩
を
構
ふ
る
事
不
能
、
孟
浪
下
筆
拙
悪 

可
恥
、
た
ゝ
一
時
の
責
を
塞
の
ミ 

帰
而
閲
詩 

慙
汗
溢
背 

駟
馬
不
能
追
、
追
恨
而
已
、
五
つ
ヲ
過
て
帰
り
さ
る
、
高
田
東
頭
ニ 

出
て
馬
場
下
町
を
過
帰
る 

 

⑫ 

番
場
秋
山
氏
別
荘 

夢
蕉
甲
申
（文
政
七
年
）
五
月
ノ
処 

 

廿
六
日
鈴
幽
谷
東
道
主
人
と
し
て
秋
山
内
記
鷭
場
の
別
荘
に
至 

る
、
阿
部
氏 

山
田
氏
伴
ふ
、
午
後
勝
田
氏
来
ル
、
監
察
（目
付
か
）に
陪
し
て 

司
天
局
吉
田
氏
ニ
至
り
、
事
終
て
高
橋
氏
に
午
飯
し
来
る
也
、
予 

曽
て
高
橋
氏
と
来
れ
る
故
に
、
其
門
を
知
、
然
共
尓
時
事
あ
り
て 

荘
中
遊
観
す
る
事
あ
た
ハ
す
、
始
而
其
庭
中
を
歩
し
て
縦
覧 

す
る
事
を
得
た
り
、
午
時
門
前
に
河
漏
（＝
蕎
麦
）を
食
し
山
勝
二
君
少
し
く 

酒
を
用
ゆ
、
本
日
植
木
氏
有
疾
、
野
村
君
玉
（＝
篁
園
）亦
有
事
、
約
す
れ
共 

不
来
、
池
亭
ニ
入
て
座
し
相
談
ス
、
ま
た
楼
上
に
来
り
坐
す
、
本 

日
暑
い
ま
だ
不
甚
、
単
物
二
つ
を
着
て
座
、
不
寒
不
暑
相
よ
ろ
し
、 

途
中
歩
す
る
時
ハ
稍
熱
を
覚
ふ
、
始
昨
日
道
泥
濘
木
屐 

艱
于
歩 

舟
を
水
戸
（右
辺
に
「ス
イ
ド
」）橋
外
に
買
ふ
、
舟
中
咲
談
可
喜
、
諸
子
詩 

成
、
穆
亭
か
詩
藍
潭
を
押
ス
五
言
／
絶
句 

予
以
其
韻
、
阿
部
氏
亦 

 
 

 
 

 

歩
其
韻
、
諸
子
ミ
な
詩
あ
り
、
主
人
ヲ
［  

］と
言
、
両
御
番
鈴
幽 

谷
し
ハ
〱
（〱

に
濁
点
）
会
す
、
故
に
此
に
借
賞
す
る
事
を
得
た
り
、
園
の
広 

ハ
漸
千
畝
ニ
す
き
す
し
て
人
工
を
費
す
事
殆
と
千
金
に
あ
ら 

さ
れ
ハ
不
可
成
と
諸
子
評
せ
り
、
家
不
甚
広
し
て
曲
折
委
曲 

数
千
席
の
家
に
入
か
如
し
、
手
を
尽
し
て
造
り
成
、
入
て
迷
ふ
か
と 



う
た
か
ハ
る
、
或
云 

此
家
本
家
祝
融
の
時
ハ
主
人
爰
に
来
り
て
事 

を
弁
し
官
事
を
治
む
と
、
故
に
少
し
く
心
を
用
ひ
て
修
築
せ
し
と 

先
主
人
の
人
に
語
り
し
也 

高
橋
氏
ニ
／
き
く 

実
ニ
今
住
所
の
浜
町
の
屋
少
し
く 

不
用
工 

尋
常
の
家
に
し
て
倹
素
を
人
に
示
す
、
亦
■
者
の
用
心
也
、 

此
所
は
幽
僻
に
し
て
、
人
来
る
も
稀
な
る
故
に
か
く
経
営
せ
し
な
り
、 

其
家
の
所
用
一
柱
一
梁
ミ
な
凡
庸
の
も
の
ニ
非
す
、
ミ
な
巧
を
極 

め
て
作
り
出
す
、
且
珍
奇
の
も
の
多
く
隠
所
に
在
て
人
目
に
不
入 

 
 

を
も
つ
て
要
と
す
、
而
心
を
用
ひ
て
見
る
時
ハ
ミ
な
尋
常
な
ら
す
、 

量
る
に
四
五
万
戸
侯
の
富
に
あ
ら
ざ
れ
バ
不
能
成
、
中
書
組
頭 

の
富
推
て
可
知
也
、
七
つ
時
辞
し
て
帰
、
園
丁
不
在 

婦
と
処
女 

而
已
あ
り
、
落
雁
を
お
く
り
て
謝
す
。  

楼
二
間 

紫
微
楼
扁
額 

魚
澄
老
人
敬
義
書 
千
薫
堂
、
椽 

三
尺
幅
、
欄
干
、
屋
根
裏
杉
丸
太 

松
皮
付 

杉
皮
ひ
き 

紫
竹 

 
 

 
 
 

 

交
り
、
闌
干
に
杉
柱
之
処 

四
ツ
谷
丸
太
み
か
き
上
下
斎 
楼
上
天 

井
ぶ
ち
つ
が
杉
正
目 

上
の
間
十
畳 

床
違
棚 

次
の
間
九
尺
に
三
間 

半 

上
り
口
二
つ
程
皆
つ
が 

下
座
敷
上
ノ
間
天
井
黒
べ
ふ
ち
つ
が 

椽
頬
楼
と
同
、
次
の
間
茶
室
あ
り
、
戸
棚
文
晁
画 

天
井
又
同
じ
、 

戸
棚
銅
青
金
張
付 

壁
す
な
ご
金
屏
風
あ
り
、
其
次
の
表
坐
敷 

入
頬
あ
り
、
花
瓶
華
物
長
壱
尺
余 

磁
器
至
而
染
付
よ
し
、
花
い
け
た
る 

図
扁
畐
白
地
紺
焼
付
可
見
、
十
畳
余
戸
棚
柳
燕
伊
川
椽
（右
辺
に
「エ
ン
」）竹 

板
廻
り
南
北 

此
余
小
室
二
所 

踏
石
鞍
馬
見
か
げ
壱
間
半
計 

リ
イ
シ
リ
石
二
枚
池
の
ふ
ち
に
あ
り
、
又
橋
と
す
る
物
四
枚 

池
橋
三
所 

弁
天
社 

稲
荷
社
あ
り
、
臨
池
亭
四
畳
半 

か
や
屋 

四
角
井 

養
拙
園
と
額
あ
り
、 

石
灯
籠
四
つ 

山
後
に
二
つ 

池
中
三
つ
合
七
つ 

五
重
塔
二 

藤
架
あ
り
、
庭
中
一
座
の
圓
石
丸
シ
薄
紅
と
青 

と
交
り
た
る
大
キ
サ
三
尺
程
、
石
面
滑
に
し
て
恰
も
彫
琢
を
加
へ 

し
が
こ
と
し 

不
知
何
名 

其
余
尚
多 

是
所
記
大
概
の
ミ
、 

楢
原
氏
誘 

不
往
、 

 

（以
下
は
市
史
稿
に
補
記
） 

按
ス
ル
ニ
秋
山
内
記
ハ
、
柳
営
補
任
左
ノ
如
ク
有
レ
ハ
、
是
頃
已
ニ
歿
シ
テ
其
子
ノ
代 

ナ
リ
シ
ナ
ラ
ム
歟
。 

 
 
 

 
 
 

奥
御
右
筆
組
頭 

四
百
俵
高
。
／
御
役
料
二
百
俵 

 
 

 
 

 

文
化
四
年
十
月
十
二
日
奥
御
右
筆
よ
り
同
格
。 

 
 

 
 

 

同
十
四
年
丑
二
月
十
一
日
出
精
相
勤
候
ニ
付
三
百 

 

秋
山
杢
之
丞 

惟
祺 



 
 

 
 

 

俵
御
加
増
被
成
下
。
同
十
五
寅
正
月
十
三
日
卒
。  

 
 

 

内
記 

⑬ 

林
氏
別
庄
（文
政
七
年
） 

金
令
氏
遺
稿 

 

廿
日 

例
の
林
氏
別
埜
に
至
る
、
雁
金
や
に
少
し
く
話
せ
し
故
、
行 

事
お
そ
し
、
長
日
を
恃
て
大
に
遅
刻
せ
り
、
錦
谷
（＝
浅
野
錦
谷
） 

鈴
分 

崑
岡 

野
村
通
辞
昌
平
ニ
在
ル
平
野
繁
十
郎
憑
資
字
子
純
、
号
蕙 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

園
、
杉
島
氏
［  

 

］来
り
在
、
穆
亭
予
と
同
く
門
ニ
入
、
押
山
鰲
溪 

勝
田
半
斎 

楢
原
景
山
跡
よ
り
来
れ
り
、
豪
の
韻
を
得
て
苦
吟 

久
し
く
し
て
成
、
楢
原
氏
と
例
の
廿
五
景
を
逍
遥
す
、
燕
子
華
（＝
カ
キ
ツ
バ
タ
） 

杜
鵑
花
（＝
サ
ツ
キ
）其
余
夏
花
可
観
緑
陰
蓊
欝
た
る
事
を
初
て
ミ
る
、 

蕙
園
（＝
平
野
）に
燕
子
花
の
事
を
問
ふ
、
華
人
は
紫
燕
と
い
ふ
と
云
、
景
山 

蜻
蛉
の
脱
殻
の
い
ま
た
羽
翼
未
健
を
捉
捕
し
い
ふ
、
此
者
水 

中
の
ウ
ヂ
（右
辺
に
「蛀
」）の
化
せ
る
也
、
我
門
前
の
小
溝
よ
り
半
ハ
脱
せ
る
を
小
児 

輩
摸
捉
す
と
い
ふ
、
五
雑
俎
所
謂
点
水
し
て
子
を
残
す
可
徴 

と
答
、
錦
谷
已
ニ
書
を
以
て
麦
飯
を
供
す
る
由
を
告
ら
れ
た
り
、 

い
つ
も
六
七
人
ニ
過
ざ
る
に
、
本
日
ハ
已
拾
余
人
ニ
及
ふ
、
且
幽
谷
（＝
鈴
木
幽
谷
）
上
野 

 
 

御
成
よ
り
早
く
来
り
崑
岡
ま
た
早
天
に
来
れ
る
故
に
人
々
皆 

飢
、
食
す
る
已
ニ
倍
常
、
一
器
の
麦
飯
已
ニ
尽
た
り
、
豚
児
も
行
ん 

と
命
せ
し
か
天
気
陰
雲
故
ニ
不
行
、
若
此
輩
行
会
せ
ハ
二
桃
三
士 

を
殺
す
の
勢
あ
ら
ん
、
可
笑
、
錦
谷
早
く
帰
り
さ
る
、
諸
子
引
続
て 

帰
る
、
平
野
氏
謙
遜
甚
し
、
錦
谷
と
話
す
る
一
言
一
句
毎
ニ
手 

を
席
に
つ
く
、
言
語
甚
低
し
、
加
之
方
言
国
語
多
き
故
、
聞
取
悪
キ 

事
あ
り
、
予
崎
陽
の
人
に
あ
ふ
数
人 

い
ま
た
［  

 

］か
如
き
言
語
分 

明
な
る
を
不
聞
、
元
来
言
舌
静
か
な
る
か
故
な
ら
ん
、
馬
場
氏
江
戸
ニ 

あ
る
久
し
、
一
の
遊
冶
人
也
し
か 

言
語
ハ
艱
渋
也
し
、 

 
 

 ⑭ 

又 

 

八
月
廿
三
日 

浅
野
錦
谷
よ
り
人
を
し
て
云 

廿
五
日 

谷
中
林
氏
別
庄
ニ 

可
遊 

野
村
博
士
已
に
祭
酒
に
計
れ
り
と
、
依
て
穆
亭
と
同
く
行
、
穆 

亭
か
妻
の
弟
［  

］荘
を
窺
見
ん
事
を
請
ふ 

故
ニ
同
く
携
ふ
、
雁 

金
屋
ニ
息
ふ
、
史
觹
を
ミ
る
、
此
書
ハ
昔
年
昌
平
ニ
あ
り
し
時
写
せ
し
か 

纔
三
分
か
一
に
し
て
転
官
せ
し
故
、
事
を
終
ら
す
、
楓
山
ニ
も
此
書
あ 

れ
と
も
、
外
の
書
を
写
せ
し
故
卒
業
せ
さ
り
し
也
、
此
頃
勝
田
半
斎
ニ 

托
し
て
窃
に
昌
平
の
書
を
借
ら
ん
事
を
は
か
り
し
か
共
、
近
来
書
の
出 

入
甚
厳
に
し
て
事
難
成
、
空
く
其
事
罷
ミ
し
か 

不
慮
に
ミ
る 



事
を
得
た
り
、
尾
藤
約
山
（
＝
尾
藤
二
洲
）の
書
に
て
静
寄
軒
の
印
あ
り
、
此
余 

中
神
氏
蔵
す
る
覆
宋
本
通
鑑
七
十
壱
巻
拾
冊
あ
り
、
今
皆 

書
估
の
物
と
な
る
可
歎
、
荘
に
至
れ
ハ
錦
谷 

篁
園 

崑
岡
来
り 

在
、
篁
園
令
子
弟
子
の
医
某
と
山
本
氏
と
来
り
管
茶
、
是 

よ
り
さ
き
に
見
た
り
し
堂
ミ
な
出
来
て
、
経
営
ミ
な
帯
皮
成
故
に 

鴨
居 

敷
居 

唐
紙
の
ふ
ち
戸
の
ふ
ち
等
木
の
円
形
ニ
随
て
削 

成
す
、
尋
常
造
作
と
同
し
か
ら
ざ
る
可
知
、
所
観
尽
く
し
か
り
、 

不
可
枚
挙
、
捫
天
巣
ハ
傾
覆
の
憂
を
恐
れ
し
か
、
三
分
か
一
に 

縮
せ
り
、
新
に
林
和
靖
の
祠
を
造
ル
、
其
同
姓
た
る
か
故
な
る
べ
し 

池
中
新
に
島
を
も
作
れ
り
、
橋
を
も
わ
た
せ
り
、
向
ニ
見
し
と
趣
を
異 

に
す
、
捫
天
巣
の
南
方
に
石
棋
あ
り
、
両
人
可
踞
所
と
棊
奩
を
お 

く
へ
き
所
を
生
木
を
斬
て
設
た
り
、
北
方
新
ニ
得
た
る
処
に
行
に 

秋
草
覆
人
井
あ
り
、
其
傍
石
磨
を
以
て
甃
と
す
、
石
あ
る
ハ
此 

処
計
也
、
藤
架
あ
り 

棚
ニ
あ
ら
す
、
豎
に
屏
の
如
く
に
た
つ
、
其
余
園 

事
ニ
異
人
の
設
多
し
、
終
日
見
て
不
厭
、
勝
田
半
斎 

高
関
愛 

吾
来
ル
、
人
々
行
厨
を
携
来
り
し
に
、
錦
谷
麦
の
引
割
を
齎
し
来 

り
て
衆
人
ニ
呈
せ
ら
る
、
野
郊
の
趣
に
擬
せ
ら
る
可
悦
、
愛
吾
久
し 

ふ
り
ニ
て
相
会
せ
り
、
と
昔
日
の
事
を
談
す
、
荘
の
約
に
云
、
詩
人
ハ
必
徒
ニ 

看
過
す
へ
か
ら
す
、
一
首
を
可
停
と
あ
り
、
不
得
止
詩
を
吟
す
、
諸
士 

ミ
な
苦
吟
移
時
、
予
頃
来
老
態
詩
句
苦
渋
懐
中
錦
筆
ミ
な 

奪
ひ
さ
ら
る
、
一
語
を
得
ず
、
強
て
諷
詠
す
、
病
中
呻
吟
ニ
似
た
り
、 

不
可
看 

擲
棄
す
べ
し
、
榎
簟
数
箇
を
得
て
帰
る
、
薄
暮
荘 

を
出
、
半
斎
来 

路
に
谷
中
瑞
林
寺
を
過
く
、
墓
を
発
き
て
金 

を
掘
と
て
寺
社
の
役
人
立
合 

見
物
夥
し
と
て
、
其
ほ
る
人
ハ 

例
の
海
浦
氏
也
、
予
二
十
年
前
乙
丑
の
歳
（
＝
文
化
二
年
） 

樗
園
（
＝
杉
本
樗
園 

幕
府
医
官
）

国
手
の
語
り
し 

事
を
想
出
し
て
諸
子
に
旧
事
を
と
く
、
尓
時
墓
を
発
か
ん
事
を 

寺
社
奉
行
ニ
願
ひ
し
ニ
事
不
成
、
其
後
時
々
願
出
し
か
事
不
成
し 

を 

今
年
所
々
の
小
吏
ニ
経
営
し
て
漸
く
事
な
る
に
至
る
、
海
浦
ハ 

生
麦
の
産
故 

御
勘
定
奉
行
支
配
也
、
取
次
て
願
し
人
ハ
町
人
故 

町
奉
行
支
配
也
、
故
に
京
尹
度
支
祠
部
よ
り
小
吏
来
て
相
［ 

］ 

し
て
掘
事
二
丈
余 

壺
二
枚
を
得
た
れ
と
も 

一
ハ
土
葬
の
骨
、
一 

ハ
火
化
の
骨
也
、
数
日
堀
て
一
金
を
得
す
、
空
く
止
と
後
に
聞
く
、 

後
／
略 

 

⑮ 

又 



 

十
月
廿
二
日 

君
玉
（＝
野
村
篁
園
）
御
催
祭
酒
別
業
ニ
行
、
早
天
よ
り
行 

白
山
権
現 

祠
前
ニ
君
玉
ニ
逢
、
同
し
く
行
、
錦
谷
来
り
在
、
唐
人
の
例
ニ
傚
て 

一
字
を
以
て
詩
を
作
る
事
ニ
定
む
、
錦
谷
聯
額
ニ
書
す
る
泉 

の
字
を
以
て
命
す
、
友
野 

半
斎 

幽
谷
段
々
来
ル
、
約
せ
し
故
、
西
村 

俊
三
郎
来
ル 

此
頃
来
り
し
長
崎
／
の
役
人
也 

昌
平
ニ
在 

錦
谷
例
の
麦
飯
を
供
せ
ら
る
、
諸 

子
ミ
な
少
し
の
粮
を
裹
て
行
、
君
玉
果
物
と 

ウ
ス
／
皮 

汁
を
供
せ
ら
る
、  

午
飯
大
ニ
貪
て
飽
満
す
、
諸
君
所
作
の
詩
を
出
し
西
村
を 

し
て
華
音
を
以
て
吟
せ
し
む
、
西
村
種
々
の
話
を
と
く
、
珍
奇 

可
喜
、
唐
人
館
内
へ
行
者
四
人
程
あ
り
、
―
役
／
―
役 

其
徒
華
人
よ
り 

所
得
五
六
十
金
と
い
ふ
事
ニ
定
り
あ
る
に 
内
々
に
所
得
ハ
四
五
千 

金
ニ
及
ふ
、
其
役
ニ
行
人
四
五
年
前
よ
り
頭
な
る
者
に
賄
し
て 

或
三
四
十
或
ハ
六
十
金
を
出
し
て
其
役
ニ
行
、
砂
糖
を
得
る 

事
壱
万
余
斤
に
も
及
へ
し
、
壱
間
四
方
の
箱
高
サ
も
同
し
き
に 

一
杯
の
砂
糖
を
得
、
其
底
に
薬
品
の
尊
き
も
の
、
又
ハ
段
■
を
入
て 

上
に
砂
糖
を
足
に
て
踏
付
る
、
四
方
に
径
弐
寸
計
の
竹
の
筒
有 

て
節
を
抜
て
塞
（右
傍
に
「
ソ
コ
」）に
徹
す
、
細
き
竹
を
以
て
中
を
突
改
る
、
其 

改
る
人
も
亦
賄
賂
を
得
て
利
を
貪
る
、
此
事
ニ
て
余
事
推
て 

知
る
へ
し
、
昔
年
西
国
ニ
黄
金
（右
傍
に
「文
金
」）多
く
行
き
し
と
い
ふ
人
あ
り
て
華 

人
に
命
し
て
持
返
へ
し
と
有
し
か
ハ 

弐
三
万
両
を
持
来
り
交
易
の 

品
を
下
さ
る
、
金
ハ
五
拾
匁
の
積
り
ニ
価
す
、
彼
人
ハ
此
交
易
の 

品
を
得
る
時
ハ
持
帰
り
て
百
四
五
十
匁
ニ
も
売
払
ふ
故
ニ
大
ニ
悦 

ひ
て
追
々
金
を
持
来
れ
り
、
其
終
り
や
贋
物
を
以
て
す
れ
と
も 

金 

の
位
ハ
文
金
よ
り
ハ
上
な
り
、
故
に
贋
な
る
を
知
り
つ
ゝ
請
取
る 

天 

蚕
（天
蚕
の
右
傍
に
「テ
グ
ス
」）ハ
最
上
の
物
価
僅
ニ
二
三
匁
ニ
不
過
、
江
戸
の
価
と
大
ニ 

異
な
り
、
訳
人
百
四
五
十
人
あ
り
、
四
声
を
知
る
人
ハ
纔
廿
余
ニ 

不
過
、 

俊
三
郎
言
語
甚
明
敏
也
、
甚
舒
々
と
し
て
分
ち
や
す
し
、
凡 

我
崎
陽
の
人
に
偶
（遇
か
）
す
る
事
数
人 

清
川
多
平
次
、
馬
場
左
十
郎 

西
尾
忠
次
郎 

猪
俣
源
三
郎
等
数
人
ニ
し
て 

忠
次
郎
言
語
ハ 

や
き
故
ニ
分
ち
か
た
く
し
て
幾
度
か
聞
返
す
、
我
輩
の
詞
も 

又
か
れ
ニ
分
ち
難
き
事
あ
り
て
彼
も
ま
た
問
返
す 

西
肥
の
人 

穀
堂 

洪
氏 

侗
菴
等
又
互
ニ
分
ち
か
た
し
、
就
中
侗
庵
其 

甚
敷
人
江
戸
に
在
事
三
十
余
年
に
し
て
曽
て
江
戸
の
声
音 

な
し
、
ミ
な
早
き
ニ
失
す
る
也
、
徐
々
と
云
人
ハ
別
ち
易
き
を
覚
ふ 

 



⑯ 
祭
酒
日
暮
里
別
業 

夢
蕉
十
一
乙
酉
（文
政
八
年
）
六
月 

 

廿
五
日 
鈴
分 

山
内
朝
早
く
来 

野
村
篁
園
と
約
し
て
日
暮
里
祭
酒 

の
荘
へ
遊
ふ
の
約
あ
り
、
足
下
も
亦
其
招
中
ニ
あ
り
と
誘
ふ
、
速
に
装 

し
て
出 

赤
城
を
経 
ス
ハ
マ
を
買
ふ
て
飢
に
充
つ 

切
支
丹
坂
白
山
を
過 

団
子
坂
に
行
て
行
て
（衍
字
か
）牛
（午
か
）飯
を
小
川
屋
な
る
も
の
ニ
命
す
、
兼
而
鈴
分 

君
の
同
僚
何
某
か
同
し
坂
下
の
組
屋
敷
ニ
住
る
、
朝
早
く
先
客
を 

な
す
故
に
、
主
人
の
少
年
老
女
皆
陪
し
て
能
遇
す
、
汁
一
種
を
命 

し
て
林
氏
の
荘
に
至
ら
し
む 

鈴
山
二
子
白
山
の
餅
や
ニ
少
し
の
果
を
買 

て
行
、
荘
に
い
た
れ
ハ
、
趣
少
く
変
せ
り
、
野
村
君
玉 

友
野 

崑
岡
早
く 

至
り
あ
り
、
浅
野
内
記
氏
（
＝
浅
野
長
泰 
錦
谷 

梅
堂
父
）僕
従
を
多
く
連
て
来
り
在
、  二

十
年 

前
行
て
遇
し
を
語
す
、
君
玉
果
を
携
て
行
り
、
君
玉
の
家
士
幾 

三
郎
門
弟
中
村
［ 

］ 

文
蔵
／
の
字 

来
り
て
厨
下
を
助
く
、
座
に
入
て
見
る
に
、 

西
面
に
一
の
屋
を
新
に
作
る
、
皆
帯
皮
樹
を
以
て
作
る
、
床
ハ
い
ま
た 

不
成
、
材
な
き
故
に
奇
材
を
得
る
を
待
と
い
ふ
、
尽
く
丸
木
を
用
ゆ
る 

故
に
工
費
知
へ
し
、
故
ニ
所
々
奇
癖
の
所
多
く
却
而
西
行
庵
の
趣
に
似 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

た
る
所
多
し
、 

頗
る
俗
趣
を
覚
ふ
、
小
門
あ
り
一
の
木
ハ
生
木
の
槐
な
り
、
門
の
屋
根 

ハ
箱
に
て
芝
を
種
ゆ
、
下
陣
の
様
な
る
所
に
至
る
、
ま
た
尽
く
丸 

木
也
、
壁
の
丸
キ
所
に
棕
の
曲
れ
る
を
用
、
壁
亦
円
也
、
其
余
数
る
ニ 

不
暇
、
天
井
の
ふ
ち
棕
の
長
き
を
以
て
す
、
池
に
臨
て
椽
を
作
る
、
踏 

段
の
石
を
可
用
所
、
皆
大
木
の
切
口
を
以
て
す 

西
に
歩
し
て
兼
て
聞
し 

捫
天
巣
を
見
る
、
が
け
の
上
に
杭
を
打 

四
間
余
の
杉
を
三
株
樹
の 

椏
せ
る
所
に
か
け
て
竹
簀
の
子
を
作
り
欄
あ
り 

先
ハ
窄
く
て
杭
の 

所
ハ
広
し
、
天
地
二
丈
計
、
山
内
恐
れ
て
歩
す
る
事
不
能 

蚊
多
し
て 

不
可
座
、
浅
野
氏
ハ
豪
粱
（
＝
豪
横
強
暴
）の
子
弟
ま
た
嶮
を
踏
事
不
能
、
況 

竹
簀
少
く
朽
て
、
且
杉
木
揺
撼
す
、
材
長
き
か
ゆ
ゑ
ニ
撓
て
動 

く
也
、
東
方
の
田
樹
間
よ
り
見
ゆ 

一
望
可
尽
、
■
を
下
す
樹
間 

を
歩
す
、
一
の
八
橋
を
わ
た
り
蓮
池
を
経
て
南
方
の
明
地
ニ
至
る
、 

一
の
四
阿
あ
り 

是
ま
た
生
樹
の
楓
に
木
を
架
し
た
る
あ
り
、
尽
く 

丸
木
を
用
几
を
用
ゆ
る
所
な
り
、
園
中
掻
癢
樹 

予
昔
遊
ひ
し
時 

の
三
両
株
あ
り
し
ハ
尽
く
花
を
開
く 

紫
色
可
愛
、
新
た
に
移
し 

た
る
ハ
花
甚
タ
少
し
、
根
株
不
固
故
か 

園
の
西
北
に
新
に
地
を
買 

添
て
ふ
き
井
戸
あ
り
、
棕
を
種
る
事
三
四
十 

先
の
天
井
疑
ら
く
ハ 

此
中
よ
り
材
を
取
し
か
、
直
に
し
て
長
サ
弐
丈
余
な
る
あ
り
、
小
な
る
も 



あ
り
、
三
五
百
歩
も
あ
ら
ん
、
韻
を
分
て
詩
を
作
る
、
篁
園
例
の
方 

正
の
人
故
に
、
終
日
袴
を
着
し
正
襟
危
座
す
、
鈴
分 

崑
岡
ま
た 

同
性
な
る
故
終
日
笑
談
す
れ
と
も
、
不
敢
戯
劇
、
恰
も
朝
典
に 

坐
す
る
か
如
し
、
宿
約
と
て
玄
関
に
掲
け
し
書
数
条
あ
り
、
遊 

人
詩
を
つ
く
ら
さ
る
を
え
ず
、
其
余
数
条
、
狂
哥
俳
諧
ハ
禁
し
て 

作
ら
し
め
す
、
煙
火
戯
も
ま
た
禁
す
、
況
弦
哥
の
事
を
や
、
終
日 

遊
て
日
く
れ
帰
り
去
ル
、
中
村
児
と
野
村
蟆
蛤
処
之
を
摒
擋
少
し 

跡
よ
り
出
つ
、
園
丁
に
も
謝
し
て
還
る
、
門
外
戸
繁
に
亦
馬
を
可
立 

処
あ
り
、
ミ
な
新
に
椴
の
木
を
植
て
其
用
と
す
、
園
中
す
へ
て 

石
を
お
か
す
、
唯
門
前
の
橋
計
石
を
用
、
予
か
旧
遊
ハ
既
ニ
二
十
年
ニ 

垂
ん
と
す
、
園
中
新
移
樹
ミ
な
拱
せ
り
、
勝
田
半
斎
跡
よ
り
来
る
、
又
三
郎 

か
説
し
狐
の
犬
を
魅
せ
し
事
を
と
く
、
奇
也
、
此
頃
行
ハ
る
ゝ
藤
八
五
文
（＝
薬
売
り
）
ハ 

駒
込
よ
り
出
る
故 

朝
十
余
人
の
出
る
に
あ
ふ 

 

⑰ 

染
井
藤
堂
侯
の
別
業 

同
上
十
一
月 

 

五
日 

昨
夜
鈴
分
云
、
明
日
染
井
津
侯
藤
／
堂
の
別
業
に
至
る
の
約
あ
り
、 

可
行
と
誘
る 

不
堪
喜 

早
天
起
て
行
厨
を
携
へ
友
野
氏
ニ 

会
す
、
五
つ
に
揃
ふ
へ
し
と
の
約
故
也
、
鈴
分
例
ニ
か
ハ
り
て
不
来 

■ 

の
前
に
山
内
慎
ニ
あ
ふ
、
弁
当
の
物
を
買
に
出
た
る
也
、
早
く
可
来
と
促 

す
、
野
村
氏 

山
内
氏 

鈴
分
已
に
来
れ
り
、
勝
田
氏
未
来
、
書
を
の
こ
し
て 

可
出
と
て
出
れ
ハ
門
外
に
勝
田
氏
来
る 

共
に
歩
し
て
小
日
向
礫
川 

鷹
匠
町 

氷
川
社
を
経
て
巣
鴨
に
出
、
野
村 

勝
田
氏
ミ
な
此
辺 

の
出
生
故
地
理
甚
熟
す
、
巣
鴨
の
通
り
を
過
し
か
誤
て
行 

過
て
土
人
に
問
ふ
一
小
径
巣
鴨
に
出
る
の
道 

兼
て
通
り
し
道
／
植
木
や
菊
を
ミ
る
所 

を
過
て
、 

漸
侯
荘
に
至
れ
り
、
一
芸
樹
家
に
錦
谷
浅
野
氏
駕
を
停
め
て 

待
り
、
相
携
へ
て
出
荘
に
入 

藩
士
板
垣
彦
左
衛
門 

幽
谷
か
知
る
人
也
、 

其
家
ニ
入
て
主
人
に
初
見
、
終
ニ
庭
中
に
歩
す
、
藩
士
￤
￤ 

道
引
す
、
二
人
ミ
な
質
朴
人
鄭
重
殷
勤
（＝
慇
懃
） 

此
荘
昔
年
井
上
氏 

中 

村
氏 

鈴
分
氏
と
来
れ
り
、
廿
余
年
前
荘
中
の
事
過
半
遺
忘
、
只 

大
盃
と
銅
塀
石
像
の
老
媼
の
ミ
を
記
せ
り
、
今
日
所
見
筆
記 

し
て
帰
る 

天
文
十
二
年
の
石 

仙
人
の
撞
木
に
頤
を
支
た
る
像 

蝦
夷
大
黒
獅
子 

剱
の
石
香
爐 

石
不
動 

石
役
小
角 

石
文
殊 

獅
子
ニ
乗
た
る
石
塔
二
つ 

一
つ
ハ
壱
二
級 

一
つ
ハ
十
三
級
台
あ
り 

 
 
 

 

長
命
寺
と
い
ふ
寺
の
跡
也
と
て
丈
余
の
石
地
蔵
二 

土
碑
一 

石
灯
台
鬼
二 

一
つ
ハ
灯
台
な
し
、
く
り
か
ら
龍
石
二
つ 

龍
ミ
な
真
向 



帽
子
冠
た
る
石
老
媼 

例
の
大
盤
銅
を
以
て
作
る 

大
サ
七
抱
相
伝 

ふ
賀
侯
に
［ 

］を
豪
奪
せ
ら
る
其
謝
と
し
て
此
者
を
贈
る 

銅
屏
丸
シ
厚
五
寸
程 

裏
ニ
銕
抱
（炮
か
）
の
痕
あ
り
、
李
如
松
（＝
明
の
武
将 

朝
鮮
の
役
）
か
陣
よ
り 

打
し
弾
也
、
コ
モ
ガ
イ
の
戦
に
得
た
る
と
云 

華
人
の
所
作
な
る
へ
し
、 

韓
人
の
手
ニ
成
へ
か
ら
す
と
諸
子
云
、
人
の
樹
下
に
坐
せ
る
画
高
彫
也
、 

左
右
ニ
階
あ
り
階
上
鶴
あ
り 

下
頭
（間
に
返
り
点
あ
り
） 

首
下
蓮
房
／
階
に 

菊
花
を
彫
す
ニ 

輪
郭
ニ
蓮
花
蓮
弁
あ
り
【図
】如
此
銅
色
七
宝
青
緑
也 

高
サ 

五
尺
余 

何
の
用
た
る
を
不
知 
庭
上
に
要
せ
る
も
の
な
ら
ん
、
其
北
方 

所
謂
う
は
か
茶
屋
也
、
此
ニ
入
て
休
む
、
西
南
に
面
し
て
甚
ク
煖
銅
の
灶 

あ
り 

祐
乗
の
堀
（彫
か
）
し
波
紋
有 
雪
舟
の
下
絵
也
と
も
云
、
外
に
火
打 

箱
様
の
物
あ
り 

今
已
に
倉
中
に
あ
り 

此
傍
に
木
像
の
老
媼
孫 

二
人
と
坐
せ
し
故
う
バ
が
茶
屋
と
い
ふ
、
当
主
命
し
て
伊
勢
に
送
る 

名 

の
ミ
存
せ
り
、
大
切
な
る
物
故
に
陸
を
齎
行
と
云
、
後
園
中
ニ
歩 

す 

弁
天
八
幡
等
の
社
あ
り
、
吾
輩
座
せ
る
東
面
の
座
ハ
東 

叡
王
（＝
寛
永
寺
の
親
王
殿
下
）
来
る
に
あ
る
時
に
此
に
在
し
む
る
故 

津
侯
来
る
時
も
其
席
ニ 

不
坐
、
外
に
席
を
持
来
り
座
す
と
い
ふ
、
故
ニ
閉
て
不
開 

園
中 

大
藤
あ
り
、
三
条
長
サ
壱
丈
余
直
立
し
て
始
て
傍
樹
奇
品 

と
い
ふ
へ
し
、
何
を
以
て
如
此
を
不
知
、
ふ
と
さ
ハ
人
の
股
に
ひ
と
し
、 

躑
躅
花
計
の
所
あ
り
、
老
媼
店
の
東
南
に
ハ
楓
樹
数
十
株 

あ
り
、
春
秋
の
景
可
想
、
園
広
■
八
町
と
い
ふ
、
惣
計
坪
数
廿
三 

万
四
百
坪 

薬
園
壱
万
坪
あ
り
と
云 

板
垣
氏
云 

春
暖
長
日
杜 

鵑
花
（＝
サ
ツ
キ
）の
時
ニ
ハ
必
来
賀
（来
駕
か
）を
待
へ
し
と
云
、
不
堪
喜 

相
約
し
て
帰
ル
、 

 

⑱ 

又
（島
原
侯
箕
田
別
業
） 

夢
蕉 

丙
戌
（文
政
九
年
）
三
月
の
条 

 

八
日
兼
而
鈴
幽
谷
か
請
ふ
て
箕
田
島
原
侯
の
荘
を
見
ん
と
云 

小
太
郎
に
托
し
て
其
事
を
謀
ら
し
む
、
其
藩
に
小
太
郎
門
人 

あ
れ
ハ
本
日
に
約
し
た
り
と
て
被
誘
、
幽
谷
と
同
く
友
野
を
誘 

ひ
復
原
楼
（＝
古
賀
精
里
の
邸
）に
往
て
会
す
、
小
太
郎
後
レ
て
来
る
、
今
朝
主
人
試 

業
有
し
故
に
お
そ
か
ら
ん
と
思
ひ
し
故
に
後
れ
た
り
と
い
ふ
、
同
く
出
て 

赤
坂
を
過 

宮
様
御
門
下
よ
り
渋
谷
に
至
る 

老
翁
茶
や
ニ
至
て 

刻
限
を
聞
ハ
九
つ
に
近
し
と
云
、
左
転
し
て
上
水
に
随
ひ
行
事 

十
町
計
、
此
上
水
ハ
荻
久
保
よ
り
出
る
水
、
正
斎
か
荘
に
か
ゝ
れ
る 

水
也
、
一
荘
に
至
り
農
民
に
問
ハ
乃
是
也
と
い
ふ
、
又
行
事
三
四
丁 

に
し
て
一
の
市
廛
に
出
つ
、
其
町
名
を
問
ハ
永
峯
丁
と
い
ふ
、
荘 

門
爰
に
あ
り
、
能
認
む
れ
ハ
、
先
に
観
巣
と
驪
山
（＝
目
黒
）
に
行
道
也
、 



北
に
行
ハ
白
銀
に
至
る
、
門
に
送
迎
の
人
あ
り
て
導
く
、
荘
に
入
ハ 

一
の
亭
あ
り
、
川
北
喜
右
衛
門
（＝
川
北
温
山
） 

佐
久
間
文
次 

皆
復
原
楼
山
王
園 

城
院
ニ
会
せ
し
人
也
、
旧
闊
を
説
り
、
座
す
る
少
頃
に
し
て
錦
谷 

浅
野
氏
来
ル
、
早
朝
人
し
て
復
原
楼
に
問
し
に
主
人
未
帰
を
聞
、 

故
に
緩
歩
し
て
来
る
、
故
に
後
れ
た
り
と
説
、
荘
の
在
所
を
旧
名
千 

代
崎
と
云
、
新
田
義
興
の
妾
千
代
と
い
へ
る
か
水
に
投
せ
し
池
有
、 

傍
に
絹
掛
松
と
い
ふ
古
松
あ
り
、
池
心
に
木
標
あ
り
、
南
北
村 

を
分
つ
事
を
記
せ
り
、
大
古
標
な
る
へ
し
、
亭
西
に
面
せ
し
故
芙
蓉 

望
む
へ
し
、
今
朝
宮
正
御
門
前
ニ
て
白
雪
皚
々
た
る
を
見
る
、 

此
ニ
至
れ
ハ
雲
遮
て
不
可
見
、
川
北 

佐
久
間
の
二
子
甚
恨
む
、 

園
中
十
景
追
加
と
人
見
友
元
が
書
せ
る
木
額
あ
り 

 

窮
目
楼 

 

洗
詩
亭 

 

踏
雲
橋 

 

掬
清
壺 

 

小
崔
嵬 

大
古
標 

 

微
霰
岩 

 

大
畜
嶼 

 

小
畜
嶼 

 

□
華
沼 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

＊
□
は
原
文
マ
マ  

龍
山
冝
徳
書
と
記
す
、
八
分
に
て
胡
粉
を
入
彫
た
り
、
二 

子
か
道
に
て
園
中
を
歩
す
、
瀑
泉
有
し
か
荻
久
保
て
堤
を 

修
せ
る
故
に
水
来
ら
す
遺
恨
也
と
い
ふ
、
園
凡
三
万
坪
ニ
近
し 

と
い
ふ
、
竹
木
陰
瀾
巨
石
数
百
枚
あ
り
、
山
茶 

辛
夷 

残
梅 

草 
 

 

瓣
桜 

桃
李
色
を
争
ふ
、
逍
遥
し
て
元
の
亭
に
帰
る
、
各 

腹
枵
た
り
、
小
太
郎
か
設
し
行
厨
ハ
箕
田
に
あ
り 

早
く
可
行 

と
て
荘
を
出 

二
子
を
先
達
而
行
、
行
程
三
十
町
程
に
も
及
ハ
ん 

錦
谷
紈
袴
（＝
貴
族
の
子
弟
）
の
性 

且
痔
を
病
故
に
杖
を
用
ゆ
、
歩
甚
寛 

箕
田
ニ
至
れ
ハ
九
つ
半
す
き
八
つ
に
近
し
、
旧
遊
を
想
像
す 

文
／
化 

乙
亥
四
月
／
十
三
日 

精
翁
に
陪
し
て
来
る 

尓
時
風
を
病
咳
漱
せ
し
か 

亦
今
日
も
又
然
り
、
侗
庵
か
策
に
て
韻
ハ
分
て
共
、
詩
は 

重
て
可
作
と
議
す
、
園
中
遊
翫
可
楽
、
是
に
公
子
二
人
あ
り
、 

射
圃
に
学
ふ
を
見
送
籌
声
を
聞
く
、
藤
架
あ
り
芝
原
ニ 

一
径
あ
り
て
小
シ
小
高
き
所
よ
り
海
上
、
眼
下
に
あ
り
、
千
帆
の 

影
海
中
に
揺
曳
す
、
雲
芙
蓉
を
遮
り
し
か
と
も
薄
暮 

少
く
仏
頂
を
現
せ
り
、
可
悦
、
川
北
氏
説
て
曰
、
園
中
に
稲
荷
の 

社
あ
り
、
此
頃
門
前
の
酒
屋
の
主
人
事
あ
り
て
外
に
出
つ
、
稲
荷 

の
額
付
て
曰 

無
恙
帰
上
ハ
油
上
廿
を
呈
す
へ
し
と
云
て 

出
、
無
事
家
に
帰
る 

経
日
其
婦
に
狐
憑
依
し
て
乱
言
胡
語 

す 

約
を
負
せ
し
を
責
、
吾
都
下
に
配
す
へ
き
物
な
し
と
云 

主
人 

油
上
を
如
約
供
す
、
何
く
よ
り
と
い
へ
ハ
島
原
の
狐
也
と
云
、
京
の 

島
原
な
ら
ん
と
云
し
に
壱
人
漸
心
付
て
此
荘
の
主
人
采
地 



島
原
な
る
を
知
れ
り 

尓
後
屡
来
り
よ
り
吾
名
を
一
乗
大
明 

神
と
云
、
吾
文
明
中
に
生
年
三
百
有
余 

殆
と
白
狐
と
な
ら
ん
と
す
、 

尚
三
四
枚
を
余
せ
り
、
若
法
華
一
部
を
読
ハ
ヽ
尽
く
化
し
尽
さ
ん 

と
い
ふ
、
主
人
曰 
し
ハ
し
ハ
来
り
憑
ル
甚
タ
［ 

］れ
り
、
願
ハ
く
ハ
来
る
事
を 

留
ら
れ
と
云
、
狐
曰
所
謂
中
れ
り
、
重
ね
て
不
来
証
を
示
さ
ん
と 

忽
ち
に
御
幣
を
切
り
て
間
挟
む
曰
、
吾
凡
狐
と
お
な
し
か
ら
す
、 

野
狐
抔
来
る
と
も
此
幣
に
手
を
下
す
事
不
能
、
若
他
日
此 

幣
動
か
ハ
我
来
る
と
知
る
へ
し
と
云
て
さ
る
、
そ
れ
よ
り
前
街
の 

人
此
社
に
来
る
甚
し
、
依
て
十
五
日
を
極
め
て
人
を
裏
門
よ
り 

入
ら
し
む
と
云
、
其
社
に
行
て
ミ
る
に
、
実
に
絵
馬
多
く
懸
た
り
、
正
面 

の
額
梨
子
地
に
金
の
縁
と
り 

金
の
字
入
た
る
驚
目
小
太
郎
詩 

二
首
崑
崗
一
首
詩
成
レ
り
、
外
人
ミ
な
掣
白
し
て
退
く
、
篁
園 

氏
魚
籃
に
姻
家
有
故
に
早
く
帰
り
去
、
酒
少
く
設
く
、
二
子
ハ
ミ
な 

高
陽
也
、
相
傾
く
、
侗
庵
少
く
飲
と
も
不
及
、
其
余
皆
悪
客
故
、
二 

子
飲
を
尽
す
事
不
能
、
昨
夜
暴
雨
故
に
朝
来
泥
濘
な
ら
ん 

を
恐
れ
木
履
を
着
し
杖
を
携
ふ
、
渋
谷
に
至
て
始
て
雪
駄 

を
着
す
る
を
得
た
り
、
幽
谷
の
僕
を
し
て
木
履
を
持
せ
し
む
、 

 

⑲ 

藤
君
辛
卯
（天
保
二
年
）
漫
筆 

九
月
条 

島
原
侯
別
庄 

 

九
月
廿
三
日 

侗
庵
か
催
ニ
而 

目
黒
爺
茶
や
東
方
の
嶋
原
侯 

別
庄
ニ
遊
ふ
、
此
遊
已
ニ
三
度
め
也
、
前
日
侗
庵
よ
り
其
事
告 

来
ル
、
早
天
松
陰 

桜
墩
と
約
し
て
通
鑑
を
会
読
故
ニ
其 

事
終
り
て
可
行
と
野
村
篁
園
ニ
書
を
以
て
告
置
、
庄
ニ
至 

る
に
ハ
大
手
前
よ
り
南
方
白
金
へ
出
て
長
浜
ニ
至
れ
ハ
稍
近
し
、 

予
街
名
を
忘
る
、
故
ニ
路
を
迂
に
し
て
目
黒
に
行
、
老
爺
茶 

屋
ニ
行
荘
を
問
て
漸
く
に
至
る
、
侗
庵 

篁
園 

石
川 

秋
帆 

土
屋
［  

］等
来
り
有
、
藩
の
［ 

］氏
［ 

］氏
皆
兼
而
知
る
所
也
、 

会
津
藩
牧
原
只
次
郎 

儒
者 

是
も
来
ル
、
跡
よ
り
翠
岩 

設
楽 

氏
謹
児
も
来
ル 

例
の
亭
に
至
る 

 

扁
額 

千
代
埼
追
加
十
境 

窮
目
楼 

小
崔
嵬 

洗
詩
亭 

 

踏
雲
橋 

玉
簪
沼 

微
霰
岩 

太
古
標 

大
畜
嶼 

小
畜
嶼 

庚
申
春
日 

鶴
山
宜
卿 

 

侗
庵 

石
川
謹
児
等
池
ニ
釣
し
て
興
甚
、
小
鱗
数
尾
を
得
て 

大
に
悦
ふ
、
池
ハ
新
田
義
興
の
妾
千
代
と
い
へ
る
か
義
興
死
せ 

し
を
以
て
不
堪
悲
、
此
水
中
ニ
投
し
て
死
せ
り
、
節
操
可
感 



歎
、 
衣
を
懸
た
る
松
あ
り
し
か
今
ハ
な
し
、
昔
年
枯
槁
す
、
今
僅
ニ 

一
株
あ
り
て
古
を
慕
ふ
ニ
た
る
、
荘
亭
西
面
し
て
富
士
直 

西
に
あ
り
、
一
目
可
観
、
先
遊
已
に
再
度
な
れ
と
も
陰
雲
見
る
事
を 

不
得
遺
恨
な
り
し
か
、
本
日
晩
天
甚
晴
て
、
暮
日
其
山
の
右
辺
ニ 

落
、
山
色
如
画
、
一
点
の
□
（石
偏
に
章
）目
の
物
な
し
、
興
趣
不
可
言
、
加
之 

 
 

 

池
之
瀑
布
初
遊
已
ニ
水
枯
て
簾
を
不
見
、
再
遊
纔
ニ
飛
流 

あ
り
し
か
纔
に
其
勢
を
見
る
に
た
れ
り
、
本
日
瀑
声
如
吼 

水
勢 

猛
迅
、
泉
簾
妙
致
不
可
言
、
今
日
此
二
奇
を
兼
并
て
我
有
と
な 

す
、
真
ニ
不
可
得
の
佳
境
四
美
兼
た
り
と
い
ふ
へ
し
、
荘
中
逍
遥 

数
度
巨
竹
数
章
勢
天
を
つ
く
、
楓
葉
纔
染
、
且
天
気 

晴
朗
大
ニ
前
遊
の
恨
を
償
に
た
る
、
薄
暮
庄
を
出
て
白
金 

よ
り
赤
坂
を
過 

番
町
ニ
い
た
り
飯
田
町
よ
り
牛
門
を
出
て
手
を
分
つ
、 

石
川 

翠
岩 

土
屋
氏
等
早
く
散
す
、
篁
園
例
の
親
券
（
眷
か
）の
家
を 

［  

］に
訪
ふ
故
に 

是
も
早
く
辞
し
去
、
詩
二
首
を
止
め
ら
る
、
我 

輩
不
成
掣
白
し
て
退
く
、
侗
庵
書
生
四
五
人
陪
せ
り 

牧
原 

氏
［  

］氏
酒
人
也
、
頻
ニ
傾
く
、
書
生
中
一
二
輩
酒
人
あ
り
て 

相
対
し
て
酌
り
、
石
川
氏 

設
楽
氏
厨
伝
を
侗
庵
ニ
送
ら
る 

［  

］亦
些
の
佳
肴
を
設
く 

牧
原
氏
ハ
［  

］二
子
と
同
く 

残
り
て
諸
具
を
摒
擋
し
て
（
＝
片
づ
け
る
）去
へ
し
と
辞
せ
り
、
家
に
帰
る
時 

ハ
四
つ
に
過
く 

少
し
其
趣
を
謝
せ
ん
か
た
め
に
蕪
詞
を
呈
せ
り
、 

 

⑳ 

極
楽
水
播
磨
侯
邸 

癸
巳
（天
保
四
年
） 

漫
抄 

白
藤
君 

 

四
月
七
日 

岡
野
君
よ
り
極
楽
水
播
磨
侯(

＝
常
陸
国
府
中
藩
主
松
平
頼
説)

邸
の
藤
花
を
ミ
る 

可
陪
と
書
を
以
て
被
告
、
午
後
に
行
て
誘
ふ
、
中
山
氏
来
在 

同
く
出
て
堤
氏
を
誘
同
く
出 

雨
瀟
々
八
つ
過
邸
に
至
る
、 

西
方
に
通
用
門
あ
り 

藩
士
立
花
忠
左
衛
門 

岡
野 

堤
氏
ハ
知
己
也
、 

邸
広
シ
弐
万
坪
あ
り
と
云
、
其
家
を
出
園
庭
に
至
る
、
藤
花 

稍
残
す
、
弐
架
長
弐
丁
程
株
三
あ
り
、
池
の
東
面
よ
り
北
面
に 

蔓
を
牽
り
、
房
長
サ
三
四
尺
の
物
あ
り
、
源
語
（伊
勢
物
語
の
誤
か
）に
所
謂
藤
の
し 

な
い
の
三
尺
余
り
と
云
に
遥
に
勝
れ
り
、
池
の
広
ハ
千
畝
も
有
へ
し
、 

赤
鯉
大
サ
弐
尺
余
人
声
を
聞
て
来
り
游
泳
す
、
食
を
求
る 

な
る
へ
し
、
東
面
北
面
燕
子
花
甚
盛
也
、
白
き
を
交
ゆ
、
高
き
所
ニ 

宇
賀
祠
あ
り
、
其
下
少
シ
高
き
所
よ
り
水
湧
出
つ 

是
水
源
也
、  

 
 

 

所
謂
極
楽
水
、
又
古
き
所
に
ハ
吉
水
と
も
書
す
、
極
楽
と
い
ふ
名 

を
忌
て
、
今
ハ
其
名
を
邸
下
の
一
寺
又
ハ
一
村
中
に
護
れ
り
、 



可
笑
、
小
亭
の
扁
に
吉
水
亭
と
云
あ
り
、
陶
器
に
て
黒
く
一
尺 

長
サ
一
尺
七
八
寸
の
幅
に
作
り 

ふ
ち
を
高
く
上
ケ
中
に
白
く
二
三 

分
の
高
サ
に
お
き
上
て
吉
水
亭
の
三
字
あ
り 

張
即
之
の
字 

を
臨
写
せ
し
也
、
石
橋
あ
り
、
根
ふ
か
石
四
五
尺
四
方
な
る
と
三
四
尺 

四
方
な
る
を
な
ら
べ
て
可
歩
様
ニ
な
す
、
石
燈
籠
三
所
、
古
へ
氷
を 

畜
し 

氷
室
石
を
以
て
作
れ
り
、
四
五
尺
四
方
社
の
如
し
、
天
満
宮 

八
幡
宮
合
祭
の
祠
有
、
其
余
弁
才
天
の
祠
、
侯
の
令
郎
某 

の
落
款
あ
り
、
一
小
亭
高
ミ
に
も
あ
り
、
小
径
を
経
て
処
々 

遊
矚
し
帰
る
、
一
小
樹
八
重
の
藤
花
あ
り 

ミ
な
花
を
折
て 

去
、
初
相
原
某
の
家
に
長
刀
を
置
、
小
刀
の
ミ
に
て
行
、
帰
る
時 

又
其
家
に
行
長
刀
を
得
て
帰
る
、
是
園
を
管
す
る
人
也
、
立
花 

氏
に
行
に
、
主
人
ハ
藩
中
書
記
の
官
に
て
記
録
類
を
多
く 

見
る 

葵
の
御
紋
の
考
を
作
れ
り 

善
竹
（＝
竹
尾
善
筑
・天
保
十
年
没
）
に
比
す
れ
ハ
甚
精
し 

と
堤
氏
説
く
、
荍
（＝
蕎
麦
）を
供
せ
ら
る 

此
辺
の
名
品
也
、
昔
年
久
保
氏 

の
菩
提
所
善
仁
寺
ハ
邸
の
南
方
也
、
そ
の
寺
に
て
久
保
氏
代
々 

の
碑
碣
を
閲
せ
し
時
に
供
せ
ら
れ
し
物
と
同
一
物
也
、
堤
氏
此
こ
ろ 

 

酒
を
断
せ
り
と
聞
て
、
主
人
盃
酌
を
不
用 

故
ニ
甚
不
楽
の
意
有
、 

実
ハ
在
家
時
而
已
断
酒
に
し
て
在
外
て
ハ
不
禁
也
、
岡
野
氏
僕
ニ 

命
し
て
近
村
ニ
酒
を
沽
し
む
、
況
や
中
山
氏
亦
大
高
陽
家
故
酒
の 

来
る
を
甚
希
望
し
て
数
盃
に
及
ふ
、
堤
氏
荍
を
食
す
る
僅
に 

一
弐
椀 

中
山
氏
五
六
椀 

岡
野
氏
も
亦
同
し
、
皆
酒
徒
故
な
り
、 

予
の
ミ
歓
陽
害
焉
荍
を
食
す
る
殆
と
廿
椀
に
及
ん
、
雨
瀟
々 
 

不
止 

傘
木
履
を
か
り
て
帰
る
、
家
に
至
れ
ハ
燈
を
点
す
、 

 

㉑
麻
布
長
者
丸
久
保
帯
刀
園 

金
令
子
随
筆
甲
午
（天
保
五
年
）
下 

三
月
十
三
日
観
花
ト
見
出
し
あ
り 

 

瀬
名
君
書
を
寄
て
曰 

さ
き
に
本
月
十
四
日
麻
布
長
者
丸
丹
羽 

荘
対
門
久
保
帯
刀
の
園
の
桜
花
を
賞
せ
ん
と
約
せ
し
か
、
花
候 

已
に
至
れ
り
、
来
十
三
日
に
可
行
と
也
、
依
て
早
午
し
て
瀬
名
氏
ニ 

行
誘 

同
伴
し
て
小
林
哥
城
（お
ば
や
し 

一
八
六
二
年
八
五
歳
で
没
）
君
を
其
家
に
行
誘
て
、
赤
坂
を 

出
た
辺
の
攤
書
舗
ニ
入
て
二
君
そ
の
書
を
得
、
就
中
瀬
名 

 
 

 
 
 

 

氏
の
得
た
る
古
稗
史
甚
奇
、
年
暦
無
と
雖
、
元
禄
頃
の
書
也
、
可
羨
、 

直
ニ
宮
様
御
門
前
を
過
て
、
久
保
氏
の
家
ニ
至
る
、
主
人
ハ
冨
士
見 

御
宝
蔵
番
に
し
て
面
稍
熟
せ
り
、
共
に
旧
を
説
、
瀬
名
氏
客
冬 



某
を
价
し
て
主
人
の
花
一
株
を
得
た
り
、
所
謂
御
衣
黄
（ギ
ョ
イ
コ
ウ 

桜
の
品
種
）
と
て
浅
黄 

桜
花
弁
の
中
に
萌
黄
の
筋
二
条
あ
り
、
御
衣
の
彩
と
同
し 

き
と
云
、
春
に
至
て
花
を
開
き
し
を
ミ
れ
ハ
至
て
小
弁
に
し
て 

紅
也
、
花
葩
三
十
片
も
あ
ら
ん
、
殆
と
冬
菊
に
類
せ
り 

紫
荊
（ハ
ナ
ズ
オ
ウ
） 

に
も
似
た
り
、
大
ニ
怪
し
む
、
終
一
二
弁
を
携
来
て
主
人
ニ
示
し
て 

其
故
を
問
ふ
、
主
人
花
を
ミ
て
大
ニ
驚
告
て
曰
、
是
大
ニ
錯
て
り
、  

 

去
年
根
を
分
つ
時
某
の
諸
侯
へ
五
六
株
を
贈
り
し
時 

同
く
分 

ち
け
る
時
誤
れ
る
な
ら
ん
、
是
ハ
素
普
賢
像
（＝
白
普
賢
像
）と
て
御
衣
黄
よ
り
は 

 

品
第
遥
に
上
な
る
物
也
、
幸
に
君
に
護
ら
れ
し
ハ
吾
欺
か
さ
る
を 

 
 

表
す
る
に
足
れ
り
、
か
諸
侯
ハ
定
而
望
を
失
ふ
へ
し
と
笑
ふ 

御
衣 

黄
ハ
是
也
と
て
自
ら
行
て
示
す
、
実
に
花
容
前
に
記
す
る
か
こ
と
し 

真
普
賢
像
ハ
是
也
と
て
此
花
を
も
示
す
、
園
中
百
三
十
六
品 

あ
り
、
数
年
心
を
用
て
異
品
を
尋
ぬ
、
春
来
諸
司
を
尋
て 

主
人
に
懇
請
し
翌
年
枝
を
乞
受
て
接
樹
し
如
此
の
林
と
な
す
、 

就
中
貴
价
公
子
の
秘
蔵
を
ハ
百
計
し
て
枝
を
請
ふ
、
其
苦
心
幾 

許
と
い
ふ
を
不
知
、
或
ハ
遠
村
に
行
て
樹
下
に
臥
し
て
其
花
を 

能
認
む
、
金
橋
に
行
て
野
宿
せ
し
事
あ
り
抔
縷
々
か
た
ら
る 

自 

ら
思
ら
く 

花
に
顛
し
て
一
生
を
送
る
愚
な
る
に
近
し
と
、
園
凡
千 

三
四
坪 

人
の
来
り
尋
る
を
悦
ふ
、
我
輩
座
に
上
り
て
話
す
る 

時
も
人
の
来
る
如
織
、
下
駄
杖
を
禁
す
、
下
駄
を
着
せ
る
人
あ
れ 

ハ
草
履
を
出
し
借
す
、
哥
城
君
に
短
冊
三
片 

予
に
外
片
を
出
し 

詩
哥
を
請
ふ 

卒
然
命
に
応
し
難
し 

持
帰
り
て
贈
る
へ
し
と 

約
す
、
旧
友
安
富
軍
八
子
の
同
僚
也
、
安
富
氏
ニ
学
ん
て
桜
花 

を
品
せ
し
か
遂
に
出
藍
の
名
あ
り
、
桜
譜
あ
り
し
か
昔
年
の 

祝
融
に
［  

］の
家
に
借
し
て
失
へ
り
、
本
年
大
岡
雲
峰
三
四
十
品 

を
写
真
し
て
帰
れ
り 

追
付
贈
ら
れ
へ
し
と
悦
ふ
、
近
来
年
々 

花
時
来
客
に
障
ら
れ
て
奇
花
を
得
る
事
不
能 

遺
恨
也
と 

樹
下
榜
を
立 

諸
人
を
し
て
花
の
名
を
記
せ
し 

書
家
輩
の 

書
せ
る
有
、
俳
優
尾
上
梅
幸
花
木
を
好
む
故
来
り
見
し
事 

あ
り
、
依
て
玉
藻
前
と
い
ふ
榜
を
書
せ
し
む
、
彼
か
鋸
巷
に
［ 

］  
 
 

 
 

 

せ
し
時
の
名
題
狂
言
の
名
に
よ
れ
り
、
足
立
左
内
か
魯
斯
亜
文
字
に
て 

書
せ
る
甚
奇
、
其
余
ヲ
モ
ト
■
松
葉
蘭
チ
ヤ
ホ
ヒ
バ
等
小
鉢
数 

 
 

十
架
を
設
て
庭
中
に
列
す
、
座
す
事
久
し
て
去
、
予
風
気 

臥
蓐
四
五
日 

今
日
花
の
た
め
に
つ
と
め
て
出 

鼻
涕
不
止
熱
猶 

あ
り
、
少
く
風
を
に
く
む 

午
後
南
風
撲
面
、
善
国
寺
谷
を
下
る 

時
甚
可
厭
を
覚
ふ
、
麹
町
に
至
れ
ハ
風
始
て
止
可
喜
、
然
は 



疲
労
恰
も
数
里
の
路
を
経
た
る
か
こ
と
し
、
主
人
を
辞
し
て 

渋
谷
金
王
桜
に
い
た
る
、
園
中
数
株
の
花
あ
り
、
主
人
の
庭
に 

比
す
れ
は
十
分
か
一
に
も
不
至
、
兼
て
ハ
水
野
侯
（忠
成 

天
保
五
年
二
月
二
十
八
日
没
）
の
荘
を
訪
ん
と 

約
せ
し
か 

先
月
（＝
二
月
）
十
三
日
老
侯
物
故
、
荘
ハ
老
侯
の
た
め
に
設 

し
所
故 

老
侯
死
し
て
後
ハ
定
而
何
人
の
手
に
落
る
を
不
知 

帰
路
青
山
六
道
辻
を
過
、
夕
飯
す
へ
き
所
な
し
、
四
ッ
谷
よ
り
麹 

町
ニ
出 

北
辺
の
麺
屋
に
入
て
麪
を
食
せ
り
、
瀬
名
氏
我
家 

 
 

 
 

に
可
来
と
て
同
く
行
て
話
す 
日
已
に
暮
た
り 

坐
談
良
久
し
て 

四
つ
を
過
九
つ
時
に
家
に
帰
る 

月
色
如
画 

 

年
未
詳 

㉒
水
野
羽
州 

中
山
備
州
邸 

我
衣
十
八 

五
月
廿
一
日 

雨
耕
子 

雨
麦
子 

文
思
子
ニ
誘
わ
れ
て
高
田 

な
る
植
木
や
仁
右
衛
門
江

行
ぬ 

当
時
江
都
第
（第
一
？
）
之
植 

 
 

 
 
 

 
 

木
屋
殊
ニ
［  

］上
様
御
意
ニ
入
之
仁
右
衛
門
此
度 

日
光
御
社
参
御
供
ニ
さ
へ
被
召
連
候
程
之
者
也 

奇
木 

珍
草
目
を
驚
か
し
ぬ 

雨
麦
子
の
娘
ハ
仁
右
衛
門 

か
嫁
也 

近
年
ハ
植
木
よ
り
鉢
之
価
至
て
高
直 

な
り 

い
つ
れ
も
染
付
渡
り
物
大
小
い
く
つ
と
も
な
く
庫 

に
あ
り
庭
ニ
あ
り
棚
ニ
も
あ
り
植
溜
ニ
あ
り 

相
生 

松 

両
根
竹 

斑
入
之
草 

連
理
の
杉 

葉
か
わ
り
の 

の
物 

円
き
物
ハ
角
に 

長
き
ハ
短
く 

葉
を
透
し 

枝
を
撓
め
奇
功
妙
作
種
々
さ
ま
〱 

実
に
植
木 

の
長
者
と
謂
つ
へ
き
家
也
け
り 

夫
よ
り
仁
右
衛
門 

案
内
に
て
水
野
出
羽
侯
の
下
屋
敷
見
物
せ
り 

広
き
事
言
語
に
尽
し
か
た
し 

芝
山
高
き
泉 

石
の
清
き
亭
閣
の
物
数
寄 

池
の
広
大 

橋
の 

奇
工
燈
籠
の
大
小
数
を
尽
し
千
草
万
木
備 

ら
さ
る
な
し 

通
り
を
隔
て
又
壱
つ
の
下
邸
あ
り 

是
ハ
前
ニ
も
過
て
広
大
也 

近
来
迄
ハ
一
つ
の
大 

竹
藪
ニ
て
有
り
し
を 

か
く
壮
観
の
地
ニ
開
き
給
ふ 

さ
れ
ハ
土
木
の
功
労
に
よ
り
て
都
而
此
辺
の
者
共
も
余 

沢
を
蒙
る
に
至
る
と
か
や 

高
低
を
過
て
橋
を
よ
き 

り
池
を
渡
り
岡
を
巡
り
て
漸
未
の
刻
ニ
至
る
頃 

彼 

仁
右
衛
門
方
よ
り
田
楽
団
子
よ
ふ
の
物
を
送
り
ぬ 

従 



者
小
姓
の
囲
繞
ハ
な
け
れ
と
も 

此
園
の
中
ニ
而 

食
を
喫
す
る
ハ
勿
体
な
く
も
諸
侯
の
心
を
わ 

れ
〱
か
賤
意
ニ
移
し
て
難
有
の
限
り
な
る
べ
し 

と
て
恐
れ
慎
ミ
ぬ
▼ 

夫
よ
り
中
山
備
前
侯
の
下 

 
 

 

＊
市
史
稿
は
▼
以
下
は
未
掲
載 

邸
江
行 

是
ハ
有
り
ふ
れ
た
る
よ
ふ
な
れ
共
古
松 

老
杉
繁
茂
し
て 

瀧
の
有
さ
ま
な
と
又
俗
な 

ら
す 

此
や
し
き
の
半
を
松
平
壱
岐
侯
の
有
と
な
り 

た
り 

垣
一
重
を
隔
た
れ
ハ
こ
ゝ
へ
も
罷
れ
り 

是
ハ 

高
き
よ
り
低
ニ
行
け
ハ 

多
ク
田
舎
の
趣
を
う
つ
し 

て
数
町
の
田
あ
り 

時
な
れ
や
早
苗
そ
よ
き
て
遅
け 

れ
と
郭
公
の
声
に
く
か
ら
す 

田
中
に
一
つ
の
亭
あ 

り 

風
流
の
こ
し
ら
へ
に
て
見
る
に
足
る 

向
の
岡
に 

一
つ
の
四
阿
あ
り 

こ
ゝ
ハ
鷹
の
為
に
こ
し
ら
へ
ら
れ
た
る 

処
な
れ
ハ
所
々
に
山
を
隔
て
幅
二
間
斗 

長
拾
間 

斗
の
池
い
く
つ
も
あ
り
て
向
垣
の
外
の
大
地
よ
り 

水
を
引
く
よ
う
に
も
ふ
け
ら
れ
し
也 

冬
は
度
々 

鷹
野
に
参
ら
る
ゝ
よ
し 

入
口
の
門
に
百
性
十
右
衛
門 

な
る
物
住
て
田
甫
の
業
を
つ
と
む 

又
亭
の
前
に 

大
な
る
池
あ
り
て
杜
若
一
面
に
し
け
れ
り 

赤
塗 

き
ぼ
ふ
珠
付
の
橋
を
か
け
た
り 

折
ふ
し
五
月
雨 

の
し
き
り
に
ふ
り
て
一
し
ほ
村
落
の
興
を
増
す 

又
仁
右
衛
門
よ
り
重
詰
の
焼
飯
酒
肴
な
と
送
ら
れ 

し
を
此
亭
に
て
開
き
ぬ 

既
ニ
入
相
ニ
近
つ
け 

ハ
惜
し
き
詠
を
名
残
に
し
て
立
出
る
に 

雨
猶 

頻
り
に
し
て
雨
具
よ
ふ
の
物
借
用
し
て
高
田
を 

過 

姿
見
橋
の
こ
な
た
に
て
文
思
の
僕
所
々
の 

雨
具
を
荷
ひ
来
る
に
逢
ぬ 

爰
の
小
茶
屋
ニ
入
て 

借
用
の
物
を
か
へ
し
四
人
連
ニ
而
雑
談
し
て
行
ぬ 

強
雨
風
を
添
へ
て
雑
司
ヶ
谷
に
至
る
頃
ハ
迷
惑 

ニ
お
よ
ふ 

ぬ
か
り
道
を
た
と
る
〱
黄
昏
の
頃
茅
舎 

に
入
て
平
臥
し
け
り 

 

年
未
詳 

㉓
島
津
侯
園
中
十
景
和
哥 

 
 
 

垂
楊
岸 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

垂
直
院 



影
う
つ
す
水
も
ミ
と
り
の
い
と
た
れ
て
染
る
柳
の
き
し
の
春
風 

  
 
 

浴
鶏
池 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

尾
張
大
納
言 

す
む
鶏
の
年
を
か
さ
ね
て
池
広
き
ミ
き
ハ
の
水
に
洗
ふ
毛
衣 

  
 
 

歩
月
橋 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

一
橋
大
納
言 

秋
の
夜
の
穴
を
か
け
た
る
は
し
の
う
へ
に
影
ふ
む
月
も
あ
ゆ
む
と 

そ
ミ
る 

 

 
 
 

天
女
祠 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

田
安
中
将 

は
か
り
な
き
宝
や
う
か
ふ
此
と
し
も
妙
な
る
音
に
浪
も
よ
せ
つ
ゝ 

  
 
 

望
岳
亭 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

一
橋
中
将 

あ
つ
ま
や
の
軒
端
ほ
と
な
き
木
の
間
よ
り
千
さ
と
に
見
ゆ
る
ふ
し
の 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

白
雪 

  
 
 

聴
松
嶺 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

水
戸
中
将 

幾
千
と
せ
緑
を
た
ゝ
む
い
は
か
ね
に
ひ
ゝ
き
そ
え
た
る
庭
の
松
風 

  
 

右
十
景
島
津
侯
園
中
所
有
也 

雖
然
有
故
缺
一
景 

 
 

之
詩 

今
有
九
首
而
已 

 

年
未
詳 

㉔
牛
門
十
景 

赤
城
山 

ア
カ
／
ギ
也 

牛
頭
山 

ギ
ヤ
ウ
ガ
ン
／
寺
ナ
リ 

白
馬
台 

メ
ジ
ロ
／
ナ
リ 

仁
徳
庿 

若
宮
八
／
幡
ナ
リ 

筑
土
丘 

ツ
ク
ド
／
ナ
リ 

望
嶽
埒 

フ
シ
ミ
ノ
／
馬
場
ナ
リ 

青
牛
門 

ウ
シ
コ
ミ
ノ
／
ミ
ツ
ケ
ナ
リ 

江
戸
川 

エ
ド

／
カ
ハ
也 

南
天
坂 

カ
グ
ラ
／
ザ
カ
也 

庾
嶺
阪 

ユ
ウ
レ
イ
／
ザ
カ
ナ
リ 

 

㉕
東
豊
山
十
五
景 

服
子
遷
高
子
或
ナ
ド
ノ
作
ア
リ 

 

鶉
山
桜
花 

 

城
門
緑
樹 

 

渓
辺
流
蛍 

 

稑
田
落
月 

平
田
香
稲 

 

寺
前
紅
楓 

 

月
中
望
岳 

 

江
村
飛
雪 

長
谷
梵
宇 
 

赤
城
霞
色 

 

高
田
叢
祠 

 

済
松
鐘
磬 

田
間
一
路 

 

巌
畔
酒
壚 

 

堰
口
水
碓 

 



 

㉖
懽
楽
園
十
五
景 

  

朝
陽
館 

 
嘯
月
池 

 

環
翠
亭 

 

緑
疇
舎 

 

梅
花
宇 

 

寒
蘆
岸 

 

観
流
塢 

 

錦
圯
橋 

 

深
竹
径 

 

嗽
玉
井 

 
彩
霞
原 

 

積
素
台 

 

松
濤
軒 

 

群
芳
圃 

 
掄
村
門 

 

㉗
紀
州
公
御
庭
之
勝
景 

  
 
 

 
 
 

内
園 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

修
木
関 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

小
嵯
峨 

 
 
 

 
 
 

枕
流
床 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

漱
玉
泉 

 
 
 

 
 
 

幽
篁
床 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

垂
英
圯 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

浣
花
渓 

 
 
 

 
 
 

洗
心
亭 

 

亭
前
有
雉
石
湍 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

華
屏 

 
 
 

 
 
 

外
園 

 
 
 

 
 
 

含
暉
亭 

亭
上
遥
望
／
余
香
圃 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

杜
若
洲 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

積
翠
池 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

丹
楓
苑 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

古
駅
林 

 
 
 

 
 
 

冝
春
観 

観
前
有
西
行
桜
／
西
行
井 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

古
行
程 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

掬
水
径 

 
 
 

 
 
 

鎮
火
祠 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

弄
花
苑 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

鎖
翠
渓 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

儲
香
園 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

松
濤
阜 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

晩
紅
丘 

 
 
 

 
 
 

観
魚
亭 



 
 
 

 
 
 

 
 

 

垂
暉
石 

 
 
 

 
 
 

向
陽
亭 

 
 
 

 
 
 

望
雲
亭 

 
 
 

 
 
 

稲
荷
社 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

雲
英
沼 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

黄
金
渓 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

歩
月
叢 

 
 
 

 
 
 

望
嶽
亭 

 
 
 

 
 
 

鳳
鳴
閣 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

柴
門 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

凌
雲
道 

 
 
 

 
 
 

香
陰
亭 

亭
上
望
／
小
華
林 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

二
虹
梁 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

拾
蕊
径 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

五
里
香 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

映
階
碧 

 
 
 

 
 
 

白
紅
台 

 

台
前
有
清
音
洞
／ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

風
字
沼 

 

文
政
丁
亥
（文
政
十
年
）
四
月
十
一
日
卿
よ
り
見
分
の
事
あ
り
て
小
普
請
方
の 

役
ニ
見
た
り
し
と
浅
野
岡
右
衛
門
よ
り
差
こ
す 

    
 

    


